
■ ２ｆⅡシステムデータシート ■

お客様ご芳名

ご 使 用 機 器

データ設定者

および会社名

（電話番号）

作 成 日

F - 6213 -2
923213A2



システムデータシートの使い方

１．データ設定の変更を行った場合に、変更内容をこのシステムデータシートに記録してください。

２．このシステムデータシートは、コマンド番号順に記載されています。

３．記入欄が空欄となっているコマンドの場合は、空欄の処理方法を※印で示しています。

また、空欄がないコマンドは各設定値があらかじめ記載されていますので、該当部分を丸で囲むなどして、

印を付けてください。
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0000 ［リモートサービス用パスワード］ ※空欄に設定ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを記入 0000
ＤＤＤＤ 注意 ﾘﾓｰﾄｻｰﾋﾞｽで必要ですので、別途番号を控えて
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ おき、現地以外でもﾊﾟｽﾜｰﾄﾞがわかるようにし

てください。

＊

0001 ［システムデータ設定用電話機］ ※空欄にﾃﾞｰﾀ設定用電話機の収容位置を記入 1-101
D０ D１D１D１ D０ D１D１D１ 2-000

設定No.1 設定No.2

＊

0002 ［リモートサービスの桁間時間］ 1:10分
Ｄ 0 1

桁間時間 3分 10分

＊

0009 ［バージョンアップ時の追加コマンド初期値一括設定］ ※空欄にROM版数先頭2桁を記入 －

＊

0020 ［切断信号(CPC)検出有無］ 0:検出なし
Ｄ 0 1

検出 検出なし 検出あり

＊

0021 ［ページング出力のインピーダンス設定］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:10KΩ

＊

0026 ［外線の極性有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

0030 ［プログラマブルキーの設定］ 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄にD３D３(D３)のﾃﾞｰﾀ(機能番号)を記入 参照
D０D０D０ 101 102 103 104 105 106

収容位置
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16

D２D２ 17
ｷｰ番号

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし
極性 1 あり

D０ ﾍﾟｰｼﾞﾝｸﾞ端子 1
D１ 0 600Ω
ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 1 10KΩ

D０D０ バージョンアップ前版数
D１D１ バージョンアップ後版数
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0070 ［注意喚起表示開始日］ ※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(年月日)を記入 00,00,00:
設定なし

＊

0071 ［注意喚起表示電話機］ ※空欄に対象電話機の収容位置を記入 1-101

D０ 設定No. 1 2 3 4 2-000:設定なし
D１D１D１ 対象電話機 3-000:設定なし

4-000:設定なし

＊

0080 ［内線番号及び特番桁数］ ※空欄に設定桁数を記入 0 － 1：1桁
D０ ﾀﾞｲﾔﾙ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 － 3：3桁
D１ 桁数

～ ～

7 － 3：3桁
8 － 1：1桁
9 － 1：1桁

＊

0081 ［特番］ ※空欄に設定番号(特番)を記入 左表参照
D０D０ 内 容 D1(D1D1D 1) 初期値

00 外線自動発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ1 0

01 外線自動発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ2 なし

02 外線自動発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ3 なし

03 外線自動発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ4 なし

04 外線自動発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ5 なし

05 外線自動発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ6 なし

06 短縮ﾀﾞｲﾔﾙ発信 なし

08 応答遅延転送登録 なし

09 不在転送(外線)登録 なし

10 不在転送(内線)登録 なし

12 外線指定捕捉 なし

13 外線着信応答 8

14 保留応答 9

機 15 保留自己外線応答 なし

能 16 代理応答 なし

番 17 ID発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ1 なし

号 18 ID発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ2 なし

19 ID発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ3 なし

20 ID発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ4 なし

21 ID発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ5 なし

22 ID発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ6 なし

23 ID短縮発信 なし

27 不在転送(外線)開始 なし

50 不在転送(内線)開始 なし

51 応答遅延転送開始 なし
52 夜間切替 なし

53 留守切替 なし
54 ﾎﾞﾀﾝ指定 なし
55 ﾘﾓｺﾝ1切替 なし

56 ﾘﾓｺﾝ2切替 なし
61 ACD-ｵﾍﾟﾚｰﾀ業務 なし

D０ 項目 D１D１ 年 D２D２ 月 D３D３ 日
2 電話設備耐用年数超過時期
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0082 ［内線番号及び特番］ ※空欄に設定番号を記入 下表参照

＊

0083 ［ユーザ用パスワード］ ※空欄に設定ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを記入 0000

ＤＤＤＤ

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

＊
0084 ［モード切替用電話機（夜間切替操作用電話機）］ [ﾃﾅﾝﾄ01]

※空欄に操作電話機の収容位置(D２D２D２)を記入 01-101、02-102
03-103、04-104

05～07-000:

設定なし

[その他のﾃﾅﾝﾄ]

000:設定なし

初期値
D 0 D 0 D 0 D 1(D 1D 1D 1) 内線番号 内線番号
機能番号 内線番号/ID番号

3桁 2桁
101 101 10
102 102 11
103 103 12
104 104 13
105 105 14
106 106 15
107 107 16

初期値
D 0 D 0 D 0 D 1 ( D 1 D 1 D 1 ) 内線 内線

内 容
機能番号 特番 番号 番号

3桁 2桁
165 VMU転送番号 165 68
601 内線一般着信1(DILIN81) なし なし
602 内線一般着信2(DILIN82) なし なし
603 内線一般着信3(DILIN83) なし なし
604 内線一般着信4(DILIN84) なし なし
605 内線一般着信5(DILIN85) なし なし
606 内線一般着信6(DILIN86) なし なし
607 内線一般着信7(DILIN87) なし なし
608 内線一般着信8(DILIN88) なし なし
609 内線一般着信9(DILIN89) なし なし
610 内線一般着信10(DILIN90) なし なし
611 内線一般着信11(DILIN91) なし なし
612 内線一般着信12(DILIN92) なし なし
613 内線一般着信13(DILIN93) なし なし
614 内線一般着信14(DILIN94) なし なし
615 内線一般着信15(DILIN95) なし なし
616 内線一般着信16(DILIN96) なし なし
700 内線一斉呼出 700 70
701 内線ｸﾞﾙｰﾌﾟ1呼出 なし なし
702 内線ｸﾞﾙｰﾌﾟ2呼出 なし なし
720 外部ｽﾋﾟｰｶ一斉呼出 720 75

外部ｽﾋﾟｰｶ一斉＋内線一斉
725 725 なし

呼出
内線一斉呼出応答／外部ｽﾋﾟｰ

730 730 76
ｶ一斉＋内線一斉呼出応答

731 内線ｸﾞﾙｰﾌﾟ1呼出応答 なし なし
732 内線ｸﾞﾙｰﾌﾟ2呼出応答 なし なし

初期値
D 0 D 0 D 0 D 1 ( D 1 D 1 D 1 ) 内線 内線

内 容
機能番号 特番 番号 番号

3桁 2桁
750 外部ｽﾋﾟｰｶ一斉呼出応答 750 77
761 ﾄﾞｱﾎﾝA呼出/応答 761 なし
762 ﾄﾞｱﾎﾝB呼出/応答 762 なし

不在時自動ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰ
771 なし なし

(発信側送話なし)
不在時自動ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰ

772 なし なし
(発信側送話あり)

781 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ録音・確認 781 78
782 内線BOX応答ﾒｯｾｰｼﾞ録音・確認 782 79
831 VMU同報ｸﾞﾙｰﾌﾟ01 なし なし
832 VMU同報ｸﾞﾙｰﾌﾟ02 なし なし

D０D０ D１D１ 設定No.
ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07

01

02
03
04
05
06

07
08
09
10
11

12
13
14
15
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0085 ［共通電話帳編集用電話機］ 01:999
※空欄に編集用電話機の収容位置(D２D２D２)を記入 02～06-000:

設定なし

＊

0086 ［リモート操作用の外線またはDI加入者番号］ ※D０:空欄該当部分をﾏｰｸ、 [一般回線]
D１(D１…D１):外線番号/ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号を記入 00:設定なし

[DI回線]
設定なし

＊

0087 ［リモート操作移行時間（一般発信者）］ 09:90秒

ＤＤ 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18
ﾘﾓｰﾄ操作移行

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180
時間(秒)

＊

0088 ［リモート操作移行時間（特定発信者）］ 00:0秒

ＤＤ 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10
ﾘﾓｰﾄ操作移行時間(秒) 0 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30

＊

0089 ［リモート操作用電話機（特定発信者）］ ※空欄に発信者電話番号を記入 設定なし

＊

0090 ［リモート操作用電話機のリモート操作用外線限定有無］ 0:なし

Ｄ 0 1
ﾘﾓｰﾄ操作用外線限定 なし あり

D０D０ D1(D1…D1)
項番 発信者電話番号
01

02
03
04
05
06

07
08
09

10
11
12

13
14

15
16
17
18

19

20
21
22

23
24
25
26
27
28
29

30

D０D０ D1(D1…D1)
項番 発信者電話番号
31

32
33
34
35
36

37
38
39

40
41
42

43
44

45
46
47
48

49

50
51
52

53
54
55
56
57
58
59

60

D０ 回線区分 D１(D１…D１) 対象外線/ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号
1 一般回線 2 DI回線 外線番号 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号(最大11桁)

D０D０ D１D１ 設定No.

電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06
01
02
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0096 ［夜間切替タイマの時刻］（1/4：ﾃﾅﾝﾄ01～04） 0000,0000：なし
※空欄に夜開始時刻、夜終了時刻を記入

＊

0097 ［夜間切替タイマ毎の留守番モード］（1/4： ﾃﾅﾝﾄ01～04） 00,,:留守ﾓｰﾄﾞ
※空欄にﾓｰﾄﾞ(00～02､04～05､07～12:下表参照)、ﾒｯｾｰｼﾞ(01～06)/転送先(01～14) 指定なし

を記入

*

0096

*

0097
D０D０ D１ D２ D３D３D３D３ D４D４D４D４ D３D３ D４D４ D５D５
ﾃﾅﾝﾄ 曜日 項 夜開始時刻 夜終了時刻 ﾓｰﾄﾞ ﾒｯｾー ｼ゙ 番号 転送先
番号 番 /転送先

1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

01 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4
1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

02 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4

*

0096

*

0097
D０D０ D１ D２ D３D３D３D３ D４D４D４D４ D３D３ D４D４ D５D５
ﾃﾅﾝﾄ 曜日 項 夜開始時刻 夜終了時刻 ﾓｰﾄﾞ ﾒｯｾー ｼ゙ 番号 転送先
番号 番 /転送先

1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

03 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4
1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

04 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4

●

*

0097のﾓｰﾄﾞ番号に対する留守番ﾓｰﾄﾞ

D３D３ ﾓｰﾄﾞ D３D３ ﾓｰﾄﾞ D３D３ ﾓｰﾄﾞ
00 留守ﾓｰﾄﾞ指定なし 05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ 10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)
01 通常転送ﾓｰﾄﾞ 07 留守録ﾓｰﾄﾞ 11 通常着信ﾓｰﾄﾞ
02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ 08 応答専用ﾓｰﾄﾞ 12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ 09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0096 ［夜間切替タイマの時刻］（2/4：ﾃﾅﾝﾄ05～08） 0000,0000：なし
※空欄に夜開始時刻、夜終了時刻を記入

＊

0097 ［夜間切替タイマ毎の留守番モード］（ 2/4：ﾃﾅﾝﾄ05～08） 00,,:留守ﾓｰﾄﾞ
※空欄にﾓｰﾄﾞ(00～02､04～05､07～12:下表参照)、ﾒｯｾｰｼﾞ(01～06)/転送先(01～14) 指定なし

を記入

*

0096

*

0097
D０D０ D１ D２ D３D３D３D３ D４D４D４D４ D３D３ D４D４ D５D５
ﾃﾅﾝﾄ 曜日 項 夜開始時刻 夜終了時刻 ﾓｰﾄﾞ ﾒｯｾー ｼ゙ 番号 転送先
番号 番 /転送先

1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

05 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4
1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

06 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4

*

0096

*

0097
D０D０ D１ D２ D３D３D３D３ D４D４D４D４ D３D３ D４D４ D５D５
ﾃﾅﾝﾄ 曜日 項 夜開始時刻 夜終了時刻 ﾓｰﾄﾞ ﾒｯｾー ｼ゙ 番号 転送先
番号 番 /転送先

1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

07 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4
1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

08 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4

●

*

0097のﾓｰﾄﾞ番号に対する留守番ﾓｰﾄﾞ

D３D３ ﾓｰﾄﾞ D３D３ ﾓｰﾄﾞ D３D３ ﾓｰﾄﾞ
00 留守ﾓｰﾄﾞ指定なし 05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ 10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)
01 通常転送ﾓｰﾄﾞ 07 留守録ﾓｰﾄﾞ 11 通常着信ﾓｰﾄﾞ
02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ 08 応答専用ﾓｰﾄﾞ 12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ 09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0096 ［夜間切替タイマの時刻］（3/4：ﾃﾅﾝﾄ09～12） 0000,0000：なし
※空欄に夜開始時刻、夜終了時刻を記入

＊

0097 ［夜間切替タイマ毎の留守番モード］（3/4： ﾃﾅﾝﾄ09～12） 00,,:留守ﾓｰﾄﾞ
※空欄にﾓｰﾄﾞ(00～02､04～05､07～12:下表参照)、ﾒｯｾｰｼﾞ(01～06)/転送先(01～14) 指定なし

を記入

*

0096

*

0097
D０D０ D１ D２ D３D３D３D３ D４D４D４D４ D３D３ D４D４ D５D５
ﾃﾅﾝﾄ 曜日 項 夜開始時刻 夜終了時刻 ﾓｰﾄﾞ ﾒｯｾー ｼ゙ 番号 転送先
番号 番 /転送先

1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

09 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4
1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

10 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4

*

0096

*

0097
D０D０ D１ D２ D３D３D３D３ D４D４D４D４ D３D３ D４D４ D５D５
ﾃﾅﾝﾄ 曜日 項 夜開始時刻 夜終了時刻 ﾓｰﾄﾞ ﾒｯｾー ｼ゙ 番号 転送先
番号 番 /転送先

1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

11 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4
1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

12 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4

●

*

0097のﾓｰﾄﾞ番号に対する留守番ﾓｰﾄﾞ

D３D３ ﾓｰﾄﾞ D３D３ ﾓｰﾄﾞ D３D３ ﾓｰﾄﾞ
00 留守ﾓｰﾄﾞ指定なし 05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ 10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)
01 通常転送ﾓｰﾄﾞ 07 留守録ﾓｰﾄﾞ 11 通常着信ﾓｰﾄﾞ
02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ 08 応答専用ﾓｰﾄﾞ 12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ 09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0096 ［夜間切替タイマの時刻］（4/4：ﾃﾅﾝﾄ13～15､ﾄﾞｱﾎﾝ99） 0000,0000：なし
※空欄に夜開始時刻、夜終了時刻を記入

＊

0097 ［夜間切替タイマ毎の留守番モード］（ 4/4：ﾃﾅﾝﾄ13～15） 00,,:留守ﾓｰﾄﾞ
※空欄にﾓｰﾄﾞ(00～02､04～05､07～12:下表参照)、ﾒｯｾｰｼﾞ(01～06)/転送先(01～14) 指定なし

を記入

*

0096

*

0097
D０D０ D１ D２ D３D３D３D３ D４D４D４D４ D３D３ D４D４ D５D５
ﾃﾅﾝﾄ 曜日 項 夜開始時刻 夜終了時刻 ﾓｰﾄﾞ ﾒｯｾー ｼ゙ 番号 転送先
番号 番 /転送先

1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

13 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4
1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

14 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4

*

0096

*

0097
D０D０ D１ D２ D３D３D３D３ D４D４D４D４ D３D３ D４D４ D５D５
ﾃﾅﾝﾄ 曜日 項 夜開始時刻 夜終了時刻 ﾓｰﾄﾞ ﾒｯｾー ｼ゙ 番号 転送先
番号 番 /転送先

1
2

0 日曜
3
4
1
2

1 月曜
3
4
1
2

2 火曜
3
4
1
2

15 3 水曜
3
4
1
2

4 木曜
3
4
1
2

5 金曜
3
4
1
2

6 土曜
3
4
1 ー ー ー
2 ー ー ー

0 日曜
3 ー ー ー
4 ー ー ー
1 ー ー ー
2 ー ー ー

1 月曜
3 ー ー ー
4 ー ー ー
1 ー ー ー
2 ー ー ー

2 火曜
3 ー ー ー

99 4 ー ー ー
1 ー ー ー

ド
2 ー ー ー

ア 3 水曜
3 ー ー ー

ホ
4 ー ー ー

ン
1 ー ー ー
2 ー ー ー

4 木曜
3 ー ー ー
4 ー ー ー
1 ー ー ー
2 ー ー ー

5 金曜
3 ー ー ー
4 ー ー ー
1 ー ー ー
2 ー ー ー

6 土曜
3 ー ー ー
4 ー ー ー

●

*

0097のﾓｰﾄﾞ番号に対する留守番ﾓｰﾄﾞ

D３D３ ﾓｰﾄﾞ D３D３ ﾓｰﾄﾞ D３D３ ﾓｰﾄﾞ
00 留守ﾓｰﾄﾞ指定なし 05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ 10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)
01 通常転送ﾓｰﾄﾞ 07 留守録ﾓｰﾄﾞ 11 通常着信ﾓｰﾄﾞ
02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ 08 応答専用ﾓｰﾄﾞ 12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ 09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0098 ［他テナントの夜間切替可能電話機］ ※空欄に操作電話機の収容位置を記入 000:なし

D０ 設定No. 1 2 3 4 5 6
D１D１D１ 操作電話機

＊

0099 ［停電時の直通電話機］※空欄に直通電話機の収容位置を記入 000:なし

＊

0300 ［外線メークビジー］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:開放

＊

0600 ［アナログ外線の線路ロス］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:4dB以上

＊

0601 ［アナログ外線ユニットの接続先］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:ｱﾅﾛｸﾞ外線

＊

0602 ［アナログ外線通話の送話音量］ ｺﾏﾝﾄﾞ

＊

0600の
設定により可変

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

D２ 2 3 4 5 6 7 8

送話音量 0dB -2dB -4dB -6dB -8dB -10dB -12dB

＊

0603 ［アナログ外線通話の受話音量］ ｺﾏﾝﾄﾞ

＊

0600の
設定により可変

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D２ 0 1 2 3 4 5 6 7 8

受話音量 +4dB +2dB 0dB -2dB -4dB -6dB -8dB -10dB -12dB

＊

0607 ［ ISDN外線／IP外線通話の送話音量］ 1:標準

＊

0608 ［ ISDN外線／IP外線通話の受話音量］ 3:標準

＊

0611 ［ページング冒頭音/終了音音量］ 2:標準
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7

音量 大 標準 小

＊

0613 ［ページング出力音量］ 2:標準

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7
音量 大 標準 小

D０D０ 外線番号 01 02
D１D１D１ 直通電話機

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 開放
状態 1 ﾒｰｸﾋﾞｼﾞｰ

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 4dB以上
線路 1 2～3dB
ロス 2 0～1dB

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 ｱﾅﾛｸﾞ外線
接続先 1 ひかり電話ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

Ｄ 1 2 3 4 5 6 7
送話音量 標準 小

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7
受話音量 大 標準 小

D０D０ 外線番号 01 02

D２ 受話音量

D０D０ 外線番号 01 02

D２ 送話音量
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0616 ［EXUドアホン冒頭音音量］ 5:標準
D１ ﾄﾞｱﾎﾝ冒頭音

D０ 0 1 2 3 4 5 6 7
1 ﾄﾞｱﾎﾝA 大 標準 小

2 ﾄﾞｱﾎﾝB 大 標準 小

＊

0617 ［EXUドアホン→電話機音量］ 4:標準
D１ ﾄﾞｱﾎﾝ送話音量

D０ 0 1 2 3 4 5 6 7
1 ﾄﾞｱﾎﾝA 大 標準 小
2 ﾄﾞｱﾎﾝB 大 標準 小

＊

0618 ［電話機→EXUドアホン音量］ 4:標準
D１ ﾄﾞｱﾎﾝ受話音量

D０ 0 1 2 3 4 5 6 7
1 ﾄﾞｱﾎﾝA 大 標準 小
2 ﾄﾞｱﾎﾝB 大 標準 小

＊

0619 ［外部スピーカ着信音音量］ 4:標準
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7

音量 大 標準 小

＊

0620 ［VMU再生音量］ 1:標準
Ｄ 0 1 2 3 4 5

再生音量 大 標準 小

＊

0621 ［VMU録音音量］ 1:標準
D１ 録音音量

D０ 0 1 2 3 4 5 6 7
1 ｱﾅ ﾛｸ ﾞ外線／内線 大 標準 小
2 ISDN外線／IP外線 大 標準 小

＊

0624 ［EXUドアホン着信転送時の外線送話音量］ 3:標準

＊

0625 ［EXUドアホン着信転送時の外線受話音量］ 3:標準

＊

0626 ［EXUドアホン着信転送時のアナログ外線送話音量補正］ 3:標準

＊
0627 ［EXUドアホン着信転送時のアナログ外線受話音量補正］ 3:標準

＊

0628 ［内線保留音の送出音量］ 1:標準
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7

送出音量 大 標準 小

＊

0649 ［転送電話時のCOI送話音量補正］ 4:8dB
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7

音量 0dB 2dB 4dB 6dB 8dB 10dB 12dB 14dB

＊

0658 ［ハンズフリー通話時の送話音量補正］ 3:0dB

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

D１ 送話音量
D０ 0 1 2 3 4 5 6

1 ﾄﾞｱﾎﾝA 大 標準 小
2 ﾄﾞｱﾎﾝB 大 標準 小

D１ 受話音量
D０ 0 1 2 3 4 5 6
1 ﾄﾞｱﾎﾝA 大 標準 小
2 ﾄﾞｱﾎﾝB 大 標準 小

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7

音量 大 標準 小

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7
音量 大 標準 小

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 送話音量

D２ 0 1 2 3 4 5 6 7 8
送話音量 -9dB -6dB -3dB 0dB +3dB +6dB +9dB +12dB +15dB
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システム・保守系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

0670 ［アナログ外線のエコーキャンセラ動作有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

0700 ［DP(20PPS)ミニマムポーズ］ 0:約512ms
Ｄ 0 1 2 3

ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ 約512ms 約640ms 約768ms 約896ms

＊

0701 ［外線へのPB信号送出時間］ 0:約128ms
Ｄ 0 1 2 3

時間 約128ms 約448ms 約640ms 約960ms

＊

0702 ［外線へのPB信号ミニマムポーズ］ 0:約128ms
Ｄ 0 1 2 3

ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ 約128ms 約192ms 約256ms 約320ms

＊

0703 ［外線フッキング時間］ 1:約500ms
Ｄ 0 1 2 3

時間 約250ms 約500ms 約1000ms 約2000ms

＊

0704 ［内線へのPB信号送出時間］ 0:約128ms

Ｄ 0 1 2 3
時間 約128ms 約256ms 約384ms 約512ms

＊

0705 ［内線へのPB信号ミニマムポーズ］ 0:約128ms
Ｄ 0 1 2 3

ﾐﾆﾏﾑﾎﾟｰｽﾞ 約128ms 約256ms 約384ms 約512ms

D０D０ 外線番号 01 02
D２ ｴｺｰｷｬﾝｾﾗ 0 なし

動作 1 あり
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外線発信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

100 ［外線ダイヤル種別］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 2:PB

＊

101 ［外線種別］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ [昼]0:NTT
[夜]0:NTT

＊

102 ［VPN契約］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:契約なし

＊

109 ［電話機毎の外線自動発信時の捕捉方法］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:老番外線から
捕捉

＊

110 ［外線自動発信の捕捉外線］ [全外線]
※空欄にD３のﾃﾞｰﾀ(0または1)を記入 1-1:

ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号1は
自動捕捉あり

2-0～6-0:ﾞ
ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 番号2～6は
自動捕捉なし

＊

111 ［オフフック発信機能］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ [収容位置107]
1:あり

[他収容位置]
0:なし

＊

112 ［外線自動発信グループ1のサブグループ］ ※空欄部分にｻﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(1～2)を記入 1:ｻﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ1

＊

113 ［外線自動発信グループ1のサブグループ対応電話機］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0,1:全ｻﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

発信可D２ ｻﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 0(全) 1 2
D０D０D０ D３ 自動発信 ０ １ ０ １ ０ １
収容位置 不可 可 不可 可 不可 可

101
102
103
104
105
106
107

D０D０ 外線番号 01 02
D２ VPN 0 契約なし
契約有無 1 契約あり

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 20PPS
ﾀﾞｲﾔﾙ 1 10PPS
種別 2 PB

D０D０ 外線番号 01 02
0 NTT

D２ 1 ﾋﾞﾙ電話(CES)
外線種別

2 PBX
(昼)

3 その他
0 NTT

D３ 1 ﾋﾞﾙ電話(CES)
外線種別

2 PBX
(夜)

3 その他

D０D０ 外線番号 01 02
0 全ｸﾞﾙｰﾌﾟ
1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ1

D２ 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ2
ｸﾞﾙｰﾌﾟ 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ3
番号 4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ4

5 ｸﾞﾙｰﾌﾟ5
6 ｸﾞﾙｰﾌﾟ6

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107

D２ 0 なし
ｵﾌﾌｯｸ 1 あり
発信 2 あり(ﾌｯｷﾝｸﾞによる内線捕捉可能)

D０D０ 外線番号 01 02
D２ ｻﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ番号

D３ 自動捕捉機能
0 なし
1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 老番外線から捕捉

捕捉順序 1 若番外線から捕捉
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外線発信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

114 ［外線ワンタッチ発信機能］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

115 ［オフフック自動発信の発信グループ］ 1:ｸﾞﾙｰﾌﾟ1
Ｄ 1 2 3 4 5 6

ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 2 3 4 5 6

＊

119 ［統一番号方式の有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

120 ［共通電話帳グループ別管理］ ※空欄に共通電話帳管理番号1～7を記入 1:共通電話帳
管理番号1

＊

121 ［短縮ダイヤル発信時の短縮ダイヤル桁数］ 4:4桁
※空欄該当部分に短縮ﾀﾞｲﾔﾙ桁数1～4を記入

＊

122 ［PBX局線発信特番と特番自動挿入］ ※発信特番は、空欄該当部分をﾏｰｸ 0,1:
発信特番0,
自動挿入あり

＊

123 ［チェーンダイヤル機能］ 0:なし
Ｄ 0 1

ﾁｪｰﾝﾀﾞｲﾔﾙ機能 なし あり

＊

124 ［ ボタンによる短縮発信］ 1:可
Ｄ 0 1

使用の可否 不可 可

＊

127 ［短縮発信の番号確認／検索機能］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

128 ［電話帳検索移行方法］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:1回

＊

129 ［電話帳検索初期画面］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:ﾖﾐｶﾞﾅ検索

＊

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
ﾜﾝﾀｯﾁ発信 1 あり

D０ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
発信特番

D１ 0 1 2
自動挿入 なし あり ﾌﾟﾘｾｯﾄﾀﾞｲﾔﾙ時もあり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 番号確認/ 0 なし

検索機能 1 あり

D０D０ 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02
D2 共通電話帳管理番号

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 短縮ﾀﾞｲﾔﾙ桁数

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 2回

ﾎﾞﾀﾝ押下回数 1 1回

短縮/電話帳

D０ 外線自動発信ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1 2 3 4 5 6
D１ 0 なし

統一番号方式 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106

D２ 検索 0 ﾖﾐｶﾞﾅ検索
初期 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ検索

画面 2 短縮番号検索



14

外線発信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

130 ［外線発信自動リトライ回数］ ※空欄に設定回数を記入 15:15回

＊

131 ［スーパーリトライ終了後の警報音］ 1:あり
Ｄ 0 1

警報音 なし あり

＊

132 ［スーパーリトライ終了後の切断時間］ 1:10秒
Ｄ 0 1 2 3

切断時間 0秒 10秒 20秒 30秒

＊

133 ［ダイヤルボタンによるスーパーリトライ機能］ 0:なし
Ｄ 0 1

機能の有無 なし あり

＊

134 ［手動リトライ機能］ 0:なし
Ｄ 0 1

手動ﾘﾄﾗｲ なし あり

＊

135 ［オフフック中のリトライ機能］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

138 ［外線リバース検出後のメモリ］ 1:ﾒﾓﾘする
Ｄ 0 1

ﾘﾊﾞｰｽ検出後のﾒﾓﾘ ﾒﾓﾘしない ﾒﾓﾘする

＊

139 ［発信履歴の初期画面］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:一覧表示(4件)

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 一覧表示(4件)
初期画面 1 詳細表示(1件)

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
機能の有無 1 あり

ＤＤ 00 01～99
ﾘﾄﾗｲ回数 なし 回
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外線発信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

140 ［サービスクラス］ 0,0:全内線
ｻｰﾋﾞｽｸﾗｽA(超特甲)

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

D２/D３ 0 1 2 3 4 5 6
A B C D E F G

ｻｰﾋﾞｽｸﾗｽ
(超特甲) (特甲) (準特甲A) (準特甲B) (甲) (準甲) (乙)

＊

141 ［特定市外番号］ 全ての市外に
※空欄に設定するﾀﾞｲﾔﾙ(先頭の0を除いた1～10桁)を記入 発信可能

＊

142 ［特定発信規制］
01-0990,02-1890990,03-100,04-106,05-108,
06-0051,07-0052,08-0055,09-0045,10-0062

※空欄に規制するダイヤル(1～10桁)を記入 11～64は設定なし

＊

143 ［共通電話帳ダイヤルのサービスクラス規制］ 1:あり
Ｄ 0 1

規制 なし あり

＊

144 ［特定発信規制対象のクラス］ 1:B(特甲)
Ｄ 1 2 3 4

規制対象ｸﾗｽ B(特甲) C(準特甲A) D(準特甲B) E(甲)

＊

145 ［夜間切替時のサービスクラス切替］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

147 ［発信規制電話番号の発信可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:発信不可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ ｻｰﾋﾞｽｸﾗｽ(昼)
D３ ｻｰﾋﾞｽｸﾗｽ(夜)

D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１)
項番 発信可能な市外局番 項番 発信可能な市外局番 項番 発信可能な市外局番 項番 発信可能な市外局番
01 09 17 25
02 10 18 26
03 11 19 27

04 12 20 28
05 13 21 29
06 14 22 30
07 15 23 31
08 16 24 32

D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１)
項番 規制ﾀﾞｲﾔﾙ 項番 規制ﾀﾞｲﾔﾙ 項番 規制ﾀﾞｲﾔﾙ 項番 規制ﾀﾞｲﾔﾙ

01 17 33 49
02 18 34 50
03 19 35 51

04 20 36 52
05 21 37 53
06 22 38 54
07 23 39 55

08 24 40 56
09 25 41 57

10 26 42 58
11 27 43 59
12 28 44 60
13 29 45 61
14 30 46 62
15 31 47 63

16 32 48 64

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし

切替 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 発信不可
発信可否 1 発信可
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外線発信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

150 ［桁間ポーズ挿入位置(PBX／ビル電話)］ ※空欄に設定値0～8を記入 ﾀﾞｲﾔﾙ 位置

D０ 第1ﾀﾞｲﾔﾙ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - 1
D１ ﾎﾟｰｽﾞ挿入位置 (1桁目)

1～9 - 0
(ﾎﾟｰｽﾞなし)

＊

151 ［桁間ポーズ挿入位置(NTT)］ ※空欄に設定値0～8を記入 ﾀﾞｲﾔﾙ 位置
D０ 第1ﾀﾞｲﾔﾙ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0～9 - 0
D１ ﾎﾟｰｽﾞ挿入位置 (ﾎﾟｰｽﾞなし)

＊

152 ［ 00XXダイヤルの桁間ポーズ挿入位置(PBX／ビル電話)］ ﾀﾞｲﾔﾙ 位置
※空欄に設定値0,4～8を記入 0～9 - 0
D０ 識別用ﾀﾞｲﾔﾙ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 (ﾎﾟｰｽﾞなし)
D１ ﾎﾟｰｽﾞ挿入位置

＊

153 ［ 00XXダイヤルの桁間ポーズ挿入位置(NTT)］ ※空欄に設定値0,3～8を記入 ﾀﾞｲﾔﾙ 位置

D０ 識別用ﾀﾞｲﾔﾙ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0～9 - 0
D１ ﾎﾟｰｽﾞ挿入位置 (ﾎﾟｰｽﾞなし)

＊

154 ［PBX／ビル電話収容時の桁間ポーズ時間］ 03:3秒
ＤＤ 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

ﾎﾟｰｽﾞ時間(秒) 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

＊

155 ［NTT収容時の桁間ポーズ時間］ 03:3秒
ＤＤ 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

ﾎﾟｰｽﾞ時間(秒) 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

＊

156 ［短縮ダイヤル中のポーズ時間］ 0:3秒

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
ﾎﾟｰｽﾞ時間(秒) 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30

＊

157 ［一般ダイヤルのプレポーズ時間］ 2:1秒
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7

ﾌﾟﾚﾎﾟｰｽﾞ時間(秒) 0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5
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外線発信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

160 ［事業者識別番号自動付加外線］ [全通話区分]
※D３:空欄該当部分をﾏｰｸ、D４D４:事業者項番(01～16)を記入 0,00:なし,なし

＊

161 ［その他区分の対象ダイヤル］ 01-5,080
※空欄に通話区分(5～8)、対象番号を記入 02-5,090

03-5,0701
04-5,0702
05-5,0703
06-5,0704
07-5,0707
08-5,0708
09-5,0709
10～32は
設定なし

＊

162 ［県内市外局番］ ※空欄に対象の県内市外局番(先頭の0を除く)を記入 設定なし
D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１)
項番 県内市外局番 項番 県内市外局番 項番 県内市外局番 項番 県内市外局番
01 09 17 25
02 10 18 26
03 11 19 27
04 12 20 28
05 13 21 29
06 14 22 30
07 15 23 31
08 16 24 32

＊

163 ［自局市外局番］ ※空欄に対象の自局市外局番(先頭の0を除く)を記入 設定なし

D(D…D)
自局市外局番

＊

164 ［マイラインプラス解除特番］ ※空欄に対象の特番を記入 122
D(D…D)
特番

D０D０ D２ D３ D４D４

外線 通話区分 ﾏｲﾗｲﾝﾌﾟﾗｽ解除 事業者
番号 0 なし 1 あり 項番

1 市内
2 県内市外
3 県間市外

01 4 国際
5 その他１
6 その他２
7 その他３
8 その他４
1 市内
2 県内市外
3 県間市外

02 4 国際
5 その他１
6 その他２
7 その他３
8 その他４

D０D０ D１ D２(D２…D２) D０D０ D１ D２(D２…D２)
項番 通話区分 対象番号 項番 通話区分 対象番号

01 17
02 18

03 19
04 20
05 21

06 22
07 23
08 24
09 25
10 26
11 27

12 28
13 29
14 30

15 31
16 32
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外線発信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

165 ［課金判定用の国内事業者識別番号］ ※空欄に課金ﾃｰﾌﾞﾙ番号と事業者識別番号を記入 01-1,0036
D０D０ D１ D２D２D２(D２…D２) D０D０ D１ D２D２D２(D２…D２) 02-1,0039
事業者 課金ﾃｰﾌﾞﾙ 事業者識別番号 事業者 課金ﾃｰﾌﾞﾙ 事業者識別番号 03-1,0033
項番 番号 項番 番号 04-2,0077
01 09 05-2,0088
02 10 06-3,0033
03 11 07-4,0036
04 12 08-0,:設定なし
05 13

～ ～

06 14 16-0,:設定なし
07 15
08 16

＊

166 ［課金判定用の国際事業者識別番号］ ※空欄に課金ﾃｰﾌﾞﾙ番号と事業者識別番号を記入 01-1,0033
D０D０ D１ D２D２D２(D２…D２) D０D０ D１ D２D２D２(D２…D２) 02-2,001
事業者 課金ﾃｰﾌﾞﾙ 事業者識別番号 事業者 課金ﾃｰﾌﾞﾙ 事業者識別番号 03-3,0041

項番 番号 項番 番号 04-3,0061
01 09 05-4,0036
02 10 06-0,:設定なし

03 11

～ ～

04 12 16-0,:設定なし
05 13
06 14
07 15
08 16

＊

167 ［外線毎のマイラインサービス契約データ］ 1-0,01
※D３:空欄該当部分をﾏｰｸ、D４D４:事業者項番(01～16)を記入 2-0,01

D０D０ D２ D３ D４D４ 3-0,03
外線 通話区分 ﾏｲﾗｲﾝﾌﾟﾗｽ有無 事業者 4-0,01
番号 0 なし 1 あり 項番

1 市内
01 2 県内市外

3 県間市外
4 国際
1 市内

02 2 県内市外
3 県間市外
4 国際

＊

168 ［マイライン対象外のダイヤル］ ※空欄に対象外のﾀﾞｲﾔﾙを記入 01-00
02-0120
03-0180
04-0190
05-0570
06-0705

07-1
08-0990

09-0800
10-0706

11～32は
設定なし

＊

169 ［外線の種類(マイラインサービス契約データ一括設定)] 0:ｱﾅﾛｸﾞ回線

※一括設定を行った場合は、空欄の該当部分をﾏｰｸ

D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１)
項番 対象外のダイヤル 項番 対象外のダイヤル

01 17

02 18
03 19
04 20
05 21
06 22

07 23
08 24
09 25
10 26

11 27
12 28
13 29
14 30
15 31

16 32

D０D０ 外線番号 01 02
0 ｱﾅﾛｸﾞ回線

D２ 1 ISDN回線
外線

2 ひかり電話
種類

3 IP電話
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外線発信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

180 ［外線別発信規制］ 1:全外線発信可
※空欄にD３のﾃﾞｰﾀ(右表参照)を記入

＊

181 ［外線発信ウェイティング特番］ 00:機能なし
Ｄ 00 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

ｳｪｲﾃｨﾝｸﾞ特番 機能なし 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

＊

182 ［外線連続捕捉機能］ 1:あり
Ｄ 0 1

連続捕捉 なし あり

＊

183 ［電話機毎のプリセットダイヤル可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:可能

D０D０D０ D２D２ 外線番号

収容位置 01 02
101
102
103
104
105
106
107

D３ 0 1
外線発信の可否 発信不可 発信可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 不可
ﾌﾟﾘｾｯﾄ 1 可能
ﾀﾞｲﾔﾙ 2 疑似DT送出後ﾌﾟﾘｾｯﾄ

3 内線捕捉後の疑似DT送出ﾌﾟﾘｾｯﾄ
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外線発信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

185 ［特定電話番号の外線グループ指定捕捉］ ※空欄にｸﾞﾙｰﾌﾟ番号と特定電話番号を記入 0:なし

＊
186 ［特定電話番号以外の捕捉外線グループ］ 1:ｸﾞﾙｰﾌﾟ1

Ｄ 1 2 3 4 5 6
ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 1 2 3 4 5 6

＊

189 ［ IP回線使用不可時表示］ 0:表示なし

Ｄ 0 1 2
表示 表示なし ﾗﾝﾌﾟ表示あり ﾗﾝﾌﾟ/LCD表示あり

＊

191 ［ ダイヤル自動付加］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし#

D０D０ D１ D２(D２…D２) D０D０ D１ D２(D２…D２)
項番 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 特定電話番号 項番 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 特定電話番号

番号 番号
01 41

02 42
03 43
04 44
05 45
06 46

07 47
08 48
09 49
10 50
11 51
12 52

13 53
14 54
15 55

16 56
17 57
18 58
19 59
20 60

21 61

22 62
23 63
24 64

25 65
26 66
27 67

28 68
29 69

30 70
31 71
32 72

33 73
34 74
35 75

36 76
37 77

38 78
39 79
40 80

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし
自動付加 1 あり
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ISDNに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

251 ［発サブアドレス送出の有無］ 0:なし

＊

252 ［着番号チェックの有無］ 0:なし

＊

253 ［着サブアドレスチェックの有無］ 1:あり

＊

254 ［発番号／着番号の設定］ ※D２:空欄該当部分をﾏｰｸ、D３…D３:空欄に電話番号を記入 1:発番号通知あり
番号設定なし

＊

255 ［短縮ダイヤル発信時のダイヤルスタートタイミング］ 0:操作後すぐに
ｽﾀｰﾄ

＊

256 ［桁間タイマ］ 4:4秒

＊

257 ［ ISDN端末種別］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:ﾓﾃﾞﾑ

＊

258 ［ ダイヤルスタートの可否］ 1:あり

＊

259 ［着番号受信時のダイヤルイン着信可否］ 1:可

＊

260 ［グローバル着信受付可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

261 ［DILIN番号毎の発番号通知有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

#

D０D０ D２ 発番号通知有無 D３…D３

外線番号 0 なし 1 あり 発番号/着番号
01
02

Ｄ 0 1
着番号ﾁｪｯｸ なし あり

Ｄ 0 1
着ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ ﾁｪｯｸ なし あり

Ｄ 0 1
ﾀﾞｲﾔﾙｽﾀｰﾄﾀｲﾐﾝｸﾞ 操作後すぐにｽﾀｰﾄ 一定時間後にｽﾀｰﾄ

Ｄ 1 2 3 4 5 6 7 8 9

桁間ﾀｲﾏ(秒) 1 2 3 4 5 6 7 8 9

D０D０ DILIN番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
D２ 0 なし
発番号通知有無 1 あり

D０D０ DILIN番号 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
D２ 0 なし
発番号通知有無 1 あり

D０D０ DILIN番号 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72
D２ 0 なし
発番号通知有無 1 あり

D０D０ DILIN番号 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
D２ 0 なし
発番号通知有無 1 あり

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ着信受付 1 あり

D０D０D０ 収容位置 107
0 電話

D２ 1 ﾓﾃﾞﾑ
端末種別

3 G2/G3FAX

Ｄ 0 1
ﾀﾞｲﾔﾙｽﾀｰﾄ なし あり#

Ｄ 0 1
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ可否 不可 可

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし
発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ送出 1 あり
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ISDNに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

264 ［ ISDNダイヤルイン着信電話機なし時の動作］ 0:着信

＊

267 ［転送先への発番号透過通知有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

268 ［手動転送時発番号透過通知有無］ 0:なし

＊

269 ［発信相手の回線種別表示］ 0:なし

Ｄ 0 1
回線種別表示 なし あり

Ｄ 0 1
動作 着信 切断

Ｄ 0 1
発番号透過通知 なし あり

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし
発番号透過通知 1 あり
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

300 ［外線毎の着信種別］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0,0:一般外線

＊

301 ［DILIN番号毎の着信種別］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0,0:一般

＊

302 ［着信タイムオーバー時間］ ※空欄に設定ﾃﾞｰﾀを記入、ﾃﾞｰﾀは下記による 15:30秒

ＤＤ ﾀｲﾑｵｰﾊﾞｰなしの場合:00を入力
ﾀｲﾑｵｰﾊﾞｰ時間 秒 ﾀｲﾑｵｰﾊﾞｰありの場合:設定時間の1/2を入力

D０D０ 外線番号 01 02
0 一般外線
1 DID

D２ 2 DI
着信種別(昼)

3 DIL
4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能
0 一般外線
1 DID

D３ 2 DI
着信種別(夜)

3 DIL
4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能

D０D０ DILIN番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
0 一般

D２ 1 DID
着信種別(昼)

4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能
0 一般

D３ 1 DID
着信種別(夜)

4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能

D０D０ DILIN番号 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
0 一般

D２ 1 DID
着信種別(昼)

4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能
0 一般

D３ 1 DID
着信種別(夜)

4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能

D０D０ DILIN番号 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72
0 一般

D２ 1 DID
着信種別(昼)

4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能
0 一般

D３ 1 DID
着信種別(夜)

4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能

D０D０ DILIN番号 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
0 一般

D２ 1 DID
着信種別(昼)

4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能
0 一般

D３ 1 DID
着信種別(夜)

4 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
5 留守番機能
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

303 ［オフフック応答機能］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 2:鳴動外線のみ

＊

305 ［オフフック応答可能なDILIN番号］ 全項番=00:なし
※空欄にD３D３のﾃﾞｰﾀ(DILIN番号01～96)を記入

＊

310 ［電話機毎の外線別着信鳴動有無と着信音の選択(昼)］ [収容位置101～104]
※空欄にD３D３のﾃﾞｰﾀ(着信音:下表参照)を記入 全外線=11:着信音11

[収容位置105～106]
全外線=99:着信音99
[収容位置107]
全外線=00:着信なし

＊

311 ［電話機毎の外線別着信鳴動有無と着信音の選択(夜)］ [収容位置101～104]
※空欄にD３D３のﾃﾞｰﾀ(着信音:下表参照)を記入 全外線=11:着信音11

[収容位置105～106]
全外線=99:着信音99
[収容位置107]
全外線=00:着信なし

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 なし
ｵﾌﾌｯｸ 1 全外線
応答 2 鳴動外線のみ

D０D０D０ D２D２ 項番
収容位置 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10

101
102
103
104
105
106

107

D０D０D０ D２D２ 外線番号

収容位置 01 02
101
102
103
104
105
106
107

D３D３ 00 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52 99
着信音 着信音 着信音 着信音 着信音

着信音 着信なし 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52 無鳴動着信
(外線同期,IR) (SIR) (120INT) (240INT/30INT) (ﾒﾛﾃﾞｨ1～2)

D０D０D０ D２D２ 外線番号

収容位置 01 02
101
102
103
104
105
106
107

D３D３ 00 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52 99
着信音 着信音 着信音 着信音 着信音

着信音 着信なし 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52 無鳴動着信
(外線同期,IR) (SIR) (120INT) (240INT/30INT) (ﾒﾛﾃﾞｨ1～2)
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

312 ［電話機毎のDILIN別着信鳴動有無と着信音の選択(昼)］ [収容位置101～104]
※空欄にD３D３のﾃﾞｰﾀ(着信音:下表参照)を記入 全DILIN=11:着信音11

[収容位置105～106]
全DILIN=99:着信音99
[収容位置107]
全DILIN=00:着信なし

＊

313 ［電話機毎のDILIN別着信鳴動有無と着信音の選択(夜)］ [収容位置101～104]
※空欄にD３D３のﾃﾞｰﾀ(着信音:下表参照)を記入 全DILIN=11:着信音11

[収容位置105～106]
全DILIN=99:着信音99
[収容位置107]
全DILIN=00:着信なし

＊

314 ［メロディの選曲］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1-01、2-11

D０D０D０ D２D２ DILIN番号
収容位置 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
101
102
103
104
105
106
107

D０D０D０ D２D２ DILIN番号
収容位置 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
101
102
103
104
105
106
107

D３D３ 00 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52 99
着信音 着信音 着信音 着信音 着信音

着信 無鳴動
着信音 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52

なし 着信
(外線同期,IR) (SIR) (120INT) (240INT/30INT) (ﾒﾛﾃﾞｨ1～2)

D０D０D０ D２D２ DILIN番号
収容位置 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
101
102
103
104
105
106
107

D０D０D０ D２D２ DILIN番号
収容位置 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
101
102
103
104
105
106
107

D０ D０

D１D１ 曲名 ﾒﾛﾃﾞｨ番号 D１D１ 曲名 ﾒﾛﾃﾞｨ番号

1 2 1 2
01 ｱﾝﾀﾞｰ･ｻﾞ･ｼｰ(ﾘﾄﾙﾏｰﾒｲﾄﾞ) 11 ヘイジュード

02 Mickey Mouse March 12 春の歌
03 It's A Small World 13 ノクターンOp.9-2
04 Top Of The World 14 カノン
05 上を向いて歩こう 15 エリーゼのために
06 四季より｢春｣ 16 タイム トゥ セイ グッバイ
07 世界に一つだけの花 17 Jupiter
08 花 18 大きな古時計
09 真夏の果実 19 となりのトトロ
10 ママがサンタにキスをした 20 We Wish You A Merry Christmas

D３D３ 00 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52 99
着信音 着信音 着信音 着信音 着信音

着信 無鳴動
着信音 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52

なし 着信
(外線同期,IR) (SIR) (120INT) (240INT/30INT) (ﾒﾛﾃﾞｨ1～2)
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

315 ［着信識別の有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

318 ［緊急電話呼び返し鳴動時間］ 3:30秒
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

鳴動時間 無限 10秒 20秒 30秒 40秒 50秒 60秒 70秒 80秒 90秒

＊

320 ［着信警報機能(外線毎)］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

321 ［着信警報機能(DILIN番号毎)］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

322 ［警報鳴動音量］ 0:電話機の

Ｄ 0 1 2 3 4 ﾎﾞﾘｭ-ﾑ位置
着信(保留)警報の鳴動音量 電話機のﾎﾞﾘｭ-ﾑ位置 特大 大 中 小

＊

323 ［DIL対応電話機］ ※空欄に対象電話機の収容位置を記入 000,000:なし

＊

324 ［テナント外外線着信応答］ 0:なし

Ｄ 0 1
応答機能 なし あり

＊

325 ［テナント外外線着信応答ｸﾞﾙｰﾌﾟ］ ※空欄にｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(01～02)を記入 00:機能なし

＊
326 ［オフフック中の外線着信鳴動］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

327 ［DIL呼出不可時の外線切断］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし(呼出継続)

＊

328 ［通話中外線着信通知］ ※空欄に対象電話機の収容位置を記入 000:なし
D０ 項番 1 2 3 4 5 6 7
D１D１D１ 収容位置

＊

329 ［外線プリセレクション時間］ 0:5秒

Ｄ 0 1 2 3
ﾌﾟﾘｾﾚｸｼｮﾝ時間 5秒 10秒 15秒 20秒

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
着信識別 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２D２ ｸﾞﾙｰﾌﾟ

D０D０ 外線番号 01 02
D２D２D２ 収容位置(昼)

D３D３D３ 収容位置(夜)

D０D０ DILIN番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
D２ 0 なし
着信警報 1 あり

D０D０ DILIN番号 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
D２ 0 なし
着信警報 1 あり

D０D０ DILIN番号 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72
D２ 0 なし
着信警報 1 あり

D０D０ DILIN番号 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
D２ 0 なし
着信警報 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106

D２ 0 なし
鳴動 1 あり

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし(呼出継続)
外線切断 1 あり

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし
着信警報 1 あり
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

330 ［スライド着信時のスライド先電話機台数］ 0:外線毎に1台
Ｄ 0 1

ｽﾗｲﾄﾞ先電話機 外線毎に1台 ｼｽﾃﾑで6台

＊

331 ［外線毎のスライドの有無］ ※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(0:なし、または1:あり)を記入 0,0:なし

＊

332 ［DILIN番号毎のスライドの有無］ ※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(0:なし、または1:あり)を記入 0,0:なし

＊

333 ［外線毎のスライド先電話機］ ※空欄に対象電話機の収容位置を記入 000,000:なし

＊

334 ［DILIN番号毎のスライド先電話機］ ※空欄に対象電話機の収容位置を記入 000,000:なし

＊

335 ［システムでのスライド先電話機］ ※空欄に対象電話機の収容位置を記入 000:なし

D０ 項番 1 2 3 4 5 6

D１D１D１ 収容位置

＊

336 ［スライド着信時のテナント解除機能］ 0:なし
Ｄ 0 1

ﾃﾅﾝﾄ解除の有無 なし あり

D０D０ 外線番号 01 02
D２ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(昼)
D３ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(夜)

D０D０ DILIN番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
D２ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(昼)
D３ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(夜)

D０D０ DILIN番号 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
D２ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(昼)
D３ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(夜)

D０D０ DILIN番号 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72
D２ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(昼)
D３ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(夜)

D０D０ DILIN番号 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
D２ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(昼)
D３ ｽﾗｲﾄﾞ着信機能の有無(夜)

D０D０ DILIN番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16
D２D２D２ 収容位置(昼)

D３D３D３ 収容位置(夜)

D０D０ DILIN番号 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

D２D２D２ 収容位置(昼)
D３D３D３ 収容位置(夜)

D０D０ DILIN番号 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

D２D２D２ 収容位置(昼)
D３D３D３ 収容位置(夜)

D０D０ DILIN番号 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64
D２D２D２ 収容位置(昼)

D３D３D３ 収容位置(夜)

D０D０ DILIN番号 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

D２D２D２ 収容位置(昼)
D３D３D３ 収容位置(夜)

D０D０ DILIN番号 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
D２D２D２ 収容位置(昼)

D３D３D３ 収容位置(夜)

D０D０ 外線番号 01 02
D２D２D２ 収容位置(昼)
D３D３D３ 収容位置(夜)
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コマンド データ 初期値

＊

340 ［DID一次応答信号の種類］ 000:内線DT

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

341 ［DID一次応答信号送出回数/時間］ 2,2:2回,24秒
D０ 1 2

送出回数 1回 2回

D1 0 1 2 3 4 5 6 7
送出時間 8秒 16秒 24秒 32秒 40秒 48秒 56秒 64秒

＊

342 ［DID一次応答タイムオーバー時の処理］ 0:切断
Ｄ 0 1

処理 切断 一般着信

＊

343 ［DID一般着信処理後の切断時間］ 9:100秒
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

切断時間 10秒 20秒 30秒 40秒 50秒 60秒 70秒 80秒 90秒 100秒

＊

344 ［DID ボタンによるDT戻り処理］ 1:有効
Ｄ 0 1

処理 無効 有効

＊

345 ［DID,DI内線呼出時間］ 3:30秒
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

呼出時間 無限 10秒 20秒 30秒 40秒 50秒 60秒 70秒 80秒 90秒

＊

346 ［DID,DI内線呼出時間タイムオーバー時の処理］ 1:一般着信
Ｄ 0 1

DIDの場合 切断 一般着信

DIの場合 呼出継続 一般着信

＊

347 ［強制一般着信］ 1:あり
Ｄ 0 1

強制一般着信 なし あり

＊

348 ［外線着信自動応答の応答時間］ 1:3秒
Ｄ 0 1 2 3

応答時間 0秒 3秒 6秒 9秒

＊

349 ［リモート操作時の内線番号指定］ 01:なし(ﾃﾅﾝﾄ01)

＊

350 ［DI番号変換機能］ 4:あり(下4桁)

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7 8
あり あり あり あり あり あり あり あり

変換機能の有無 なし
(下1桁) (下2桁) (下3桁) (下4桁) (下5桁) (下6桁) (下7桁) (下8桁)

＊

Ｄ(Ｄ) 0 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
内線番号指定 あり なし
ﾘﾓｰﾄ操作 － ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ
対象ﾃﾅﾝﾄ 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１ 一次応答信号

D１D１D１ 000 001～300
一次応答 内線 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

信号 DT (可変音源)
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コマンド データ 初期値

＊

351 ［DIの番号変換］ ※D１D１D１:対象電話機の収容位置を記入、D２:空欄該当部分をﾏｰｸ、 全項番
D３(D３…D３):変換番号を記入(最大8桁) 000,0:設定なし

D２ 発番号 D２ 発番号 D２ 発番号
D０D０D０ D１D１D１ 送出時変換 D３(D３…D３) D０D０D０ D１D１D１ 送出時変換 D３(D３…D３) D０D０D０ D１D１D１ 送出時変換 D３(D３…D３)
項番 収容 0 1 変換番号 項番 収容 0 1 変換番号 項番 収容 0 1 変換番号

位置 なし あり 位置 なし あり 位置 なし あり

001 069 137
002 070 138
003 071 139
004 072 140
005 073 141
006 074 142
007 075 143
008 076 144
009 077 145
010 078 146
011 079 147
012 080 148
013 081 149
014 082 150
015 083 151
016 084 152
017 085 153
018 086 154
019 087 155
020 088 156
021 089 157
022 090 158
023 091 159
024 092 160
025 093 161
026 094 162
027 095 163
028 096 164
029 097 165
030 098 166
031 099 167
032 100 168
033 101 169
034 102 170
035 103 171
036 104 172
037 105 173
038 106 174
039 107 175
040 108 176
041 109 177
042 110 178
043 111 179
044 112 180
045 113 181
046 114 182
047 115 183
048 116 184
049 117 185
050 118 186
051 119 187
052 120 188
053 121 189
054 122 190
055 123 191
056 124 192
057 125 193
058 126 194
059 127 195
060 128 196
061 129 197
062 130 198
063 131 199
064 132 200
065 133
066 134
067 135
068 136
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コマンド データ 初期値

＊

352 ［DI夜間一般着信］ 0:なし
Ｄ 0 1

夜間一般着信 なし あり

＊

355 ［ i･ナンバーの設定］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

356 ［ i･ナンバーのポート番号に対応する電話番号］ 00000:なし
※空欄にD２…D２のﾃﾞｰﾀ(電話番号下4～11桁)を記入

注：なし＝00000、一般着信＝99999

D０D０ 外線番号 01
D１ 0 なし
i･ﾅﾝﾊﾞｰ 1 あり

D０D０ D１ D２…D２

外線 ﾎﾟｰﾄ 電話番号
番号 番号

1
01 2

3
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

360 ［ストレートラインDIの設定］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0,0:なし
0:なし 1:あり

D０ ｽﾄﾚｰﾄﾗｲﾝDI機能(昼)
D１ ｽﾄﾚｰﾄﾗｲﾝDI機能(夜)

＊

361 ［ストレートラインDIのDI加入者番号］ 設定なし
※空欄にD２(D２…D２)のﾃﾞｰﾀ(対応ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号下1～11桁)を記入

D０D０ D１ 項番 D０D０ D１ 項番

DILIN番号 1 2 DILIN番号 1 2
01 49

02 50
03 51
04 52

05 53

06 54
07 55
08 56

09 57

10 58
11 59

12 60
13 61

14 62
15 63
16 64

17 65
18 66

19 67
20 68
21 69

22 70

23 71

24 72
25 73
26 74

27 75
28 76

29 77
30 78

31 79
32 80

33 81
34 82

35 83

36 84
37 85
38 86

39 87

40 88

41 89
42 90
43 91

44 92
45 93

46 94
47 95

48 96
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

362 ［電話機グループ毎の ボタンの設定］ 00:設定なし
※空欄にD２D２のﾃﾞｰﾀ(DILIN番号01～96)を記入

＊

364 ［外線自動発信時の自動割付DILIN番号］ ※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(DILIN番号01～96)を記入 00:設定なし

＊

366 ［DILIN別発信規制］ 1:全DILIN番号
※空欄にD３のﾃﾞｰﾀ(発信不可:0、発信可:1)を記入 発信可

DILIN

D０D０D０ D２D２ 対象DILIN番号
収容位置 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
101
102
103
104
105
106
107

D０D０D０ D２D２ 対象DILIN番号
収容位置 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
101
102
103
104
105
106
107

D１D１ D０D０ D１D１ D０D０

電話機の 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 電話機の 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号
ﾎﾞﾀﾝ位置 01 02 ﾎﾞﾀﾝ位置 01 02

01 19
02 20
03 21
04 22
05 23
06 24
07 25
08 26
09 27
10 28
11 29
12 30
13 31
14 32
15 33
16 34
17 35
18 36

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２D２ 対象DILIN番号
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

368 ［転送電話の発信用DILIN番号］ 0,00:同一DILIN
※D２:該当部分をﾏｰｸ、D３D３:ﾃﾅﾝﾄ番号(指定なし:00、ﾃﾅﾝﾄ番号:01～15)を記入

＊

371 ［電話／FAX自動切替対象外の電話番号］ ※空欄に電話番号(1～12桁)を記入 01-070
02-0801
03-0802
04-0803
05-0804
06-0805
07-0806
08-0807
09-0808
10-0809
11-090

12～32は
設定なし

＊
372 ［FAXのCNG信号検出待ち時間］ 3:4秒

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
CNG検出待ち時間 1秒 2秒 3秒 4秒 5秒 6秒 7秒 8秒 9秒 10秒

＊

373 ［FAX応答待ち時間］ 3:20秒
Ｄ 0 1 2 3

FAX応答待ち時間 5秒 10秒 15秒 20秒

＊

374 ［送受器戻し時のFAXへの自動転送］ 00:機能なし

ＤＤ 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10
応答後の時間 機能なし 2秒 4秒 6秒 8秒 10秒 12秒 14秒 16秒 18秒 20秒

＊

375 ［FAX疑似呼出音(RBT)の送出］ 1:あり
Ｄ 0 1

疑似呼出音(RBT)送出 なし あり

D０D０ D１(D１…D１)
項番 対象外の電話番号
01

02
03

04
05
06

07
08
09

10
11
12
13

14

15
16

D０D０ D１(D１…D１)
項番 対象外の電話番号
17

18
19

20
21
22

23
24
25

26
27
28
29

30

31
32

D０D０ DILIN番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
0 同一DILIN

D２ 1 全DILIN
発信外線

2 一般外線
D３D３ ﾃﾅﾝﾄ

D０D０ DILIN番号 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
0 同一DILIN

D２ 1 全DILIN
発信外線

2 一般外線

D３D３ ﾃﾅﾝﾄ

D０D０ DILIN番号 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72
0 同一DILIN

D２ 1 全DILIN
発信外線

2 一般外線
D３D３ ﾃﾅﾝﾄ

D０D０ DILIN番号 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
0 同一DILIN

D２ 1 全DILIN
発信外線

2 一般外線
D３D３ ﾃﾅﾝﾄ
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

376 [短縮グループ番号毎の電話／FAX自動切替有無] [短縮ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～14]
※空欄にD２の呼出方法(電話専用:0、電話/FAX兼用:1)を記入 0:電話専用

[短縮ｸﾞﾙｰﾌﾟ15]
1:電話/FAX兼用

＊

377 [FAX話中時の外線切断有無] 1:あり
Ｄ 0 1

外線切断 なし あり

＊

378 ［外線毎の対象FAX］ ※空欄にFAXの収容位置を記入 000:なし

＊

379 ［DILIN番号毎の対象FAX］ ※空欄にFAXの収容位置を記入 000:なし

D０D０ DILIN番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

D１D１D１ FAXの収容位置

D０D０ DILIN番号 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32
D１D１D１ FAXの収容位置

D０D０ DILIN番号 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
D１D１D１ FAXの収容位置

D０D０ DILIN番号 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

D１D１D１ FAXの収容位置

D０D０ DILIN番号 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80
D１D１D１ FAXの収容位置

D０D０ DILIN番号 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
D１D１D１ FAXの収容位置

D０D０ 外線番号 01 02

D１D１D１ FAXの収容位置

D１ D１ 短縮ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
1

2
3

D０ 4
共通電話帳管理番号

5
6

7
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

380 ［外線お待たせメッセージのモード設定］ 0:自動ﾓｰﾄﾞ
Ｄ 0 1

ﾓｰﾄﾞ 自動ﾓｰﾄﾞ 手動ﾓｰﾄﾞ

＊

381 ［外線お待たせメッセージの有無とメッセージの選択］ [ﾃﾅﾝﾄ01]
900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ
[ﾃﾅﾝﾄ02～ﾃﾅﾝﾄ15]
000:機能なし

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

382 ［外線お待たせメッセージ送出回数］ 1:1回

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2

お待たせﾒｯｾｰｼﾞ送出回数 1回 2回

＊

383 ［外線お待たせメッセージの切断処理］ 000:外線切断

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

384 ［外線お待たせメッセージの切断メッセージ送出回数］ 1:1回

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2

切断ﾒｯｾｰｼﾞ送出回数 1回 2回

＊

385 ［外線お待たせメッセージの保留時間］ 3:30秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2 3 4 5 6 7 8 9

保留時間 10秒 20秒 30秒 40秒 50秒 60秒 70秒 80秒 30分

＊
386 ［外線お待たせメッセージの自動解除時間］ 1:1時間

Ｄ 1 2 3 4 5 6 7 8 9
解除時間 1時間 2時間 3時間 4時間 5時間 6時間 7時間 8時間 9時間

＊

387 ［外線お待たせメッセージの保留警報有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:着信鳴動設定
に従う

＊

389 ［外線お待たせメッセージ送出までの一般着信時間］ 0:一般着信なし

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 0 1 2 3 4 5 6

一般着信時間 一般着信なし 5秒 10秒 15秒 20秒 25秒 30秒

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

D１ 保留時間

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 切断ﾒｯｾｰｼﾞ送出回数

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 着信鳴動設定に従う
保留警報 1 鳴動なし
鳴動 2 鳴動あり

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１

お待たせﾒｯｾｰｼﾞの種類

D１D１D１ 000 001～ 300 900
お待たせﾒｯｾｰｼﾞの ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

機能なし 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
種類 (可変音源)

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１ 切断処理

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 一般着信時間

D１D１D１ 000 001～ 300 900 997
切断ﾒｯｾｰｼﾞ

外線切断
切断処理 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300 代行録音

(切断ﾒｯｾｰｼﾞなし) 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
(可変音源)

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ お待たせﾒｯｾｰｼﾞ送出回数
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

401 ［非通知着信拒否の拒否モード］ 2:ﾒｯｾｰｼ送出

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

D１ 1 2
拒否ﾓｰﾄﾞ BT送出 ﾒｯｾｰｼﾞ送出

＊

402 ［非通知着信拒否時の送出メッセージ］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

403 ［非通知着信拒否／発番号識別着信拒否メッセージ送出回数］ 1:1回

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2

送出回数 1回 2回

＊

404 ［非通知着信拒否の着信種別］ ※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(拒否OFF:0、拒否ON:1)を記入 1,0,0:
非通知のみ拒否

＊

405 ［ ボタンの適用外線］ 0:ﾃﾅﾝﾄ毎
Ｄ 0 1

適用外線 ﾃﾅﾝﾄ毎 ｼｽﾃﾑ一括

＊

406 ［発番号識別着信拒否の拒否モード］ 1:BT送出
Ｄ 1 2

拒否ﾓｰﾄﾞ BT送出 ﾒｯｾｰｼﾞ送出

＊

407 ［発番号識別着信拒否時の送出メッセージ］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

410 ［ナンバー・ディスプレイ機能の有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

411 ［ナンバー・ディスプレイ機能の受信データエラー時の処理］ 0:着信
Ｄ ０ １

受信ﾃﾞｰﾀｴﾗｰ時の処理 着信 発呼者BT

＊

412 ［ナンバー・ディスプレイ時の着番号／転送元番号表示］ 0:通常
Ｄ ０ １ ２ (発番号)

通常 転送元
表示 着番号

(発番号) 番号

＊

413 ［CTIインタフェースのフォーマット］ 4:TPLAP用

(送受信あり)

非通知拒否

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 拒否ﾓｰﾄﾞ

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１ 送出ﾒｯｾｰｼﾞの種類

D１D１D１ 001～300 900
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

送出ﾒｯｾｰｼﾞの種類 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
(可変音源)

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし
機能の有無 1 あり

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 送出回数

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

D１ 非通知
D２ 公衆電話
D３ 表示圏外

Ｄ ３ ４ 5
送信のみ 送信のみ

ﾌｫｰﾏｯﾄ TPLAP用(送受信あり)
(ACD着信=ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ扱い) (ACD着信=通常着信扱い)

ＤＤＤ 001～300 900
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

送出ﾒｯｾｰｼﾞの種類 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
(可変音源)

ＤＤＤ 送出ﾒｯｾｰｼﾞの種類
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

414 ［ナンバー・ディスプレイ時の通話中名称表示有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

415 ［ナンバー・ディスプレイ時の外線着信中番号表示件数］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:1件

＊

416 ［発番号表示桁数の設定(発サブアドレス表示の有無)］ 1:16桁(なし)
Ｄ 0 1

発番号表示桁数 11桁 16桁
(発ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ表示) (あり) (なし)

＊

418 ［全着信履歴の表示有無］ 1:ｸﾞﾙｰﾌﾟ内のみ
あり

＊

419 ［外線着信履歴の初期画面］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 2,0:
外線着信応答履歴,

一覧表示(4件)

＊

420 ［非通知着信の履歴有無］ 0:なし
Ｄ 0 1

非通知着信履歴有無 なし あり

＊

421 ［マイ着信履歴の公開範囲］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 2:ｼｽﾃﾑ内公開

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
名称表示 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
1 外線着信不応答履歴

D２ 2 外線着信応答履歴
履歴の 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ内外線着信不応答履歴
種類 4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ内全外線着信履歴

5 ｼｽﾃﾑ全外線着信履歴

D３ 0 一覧表示(4件)

表示方法 1 詳細表示(1件)

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107

0 非公開
D２ 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ内公開
公開範囲

2 ｼｽﾃﾑ内公開

Ｄ 0 1 2
全着信履歴の表示有無 なし ｸﾞﾙｰﾌﾟ内のみあり 全てあり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 1件
表示件数 1 2件
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

422 ［自動折り返し発信機能適用外線／DI番号］ ※D１:空欄該当部分をﾏｰｸ、 1,00:設定なし
D２(D２…D２):外線番号/ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号を記入

＊

423 ［自動折り返し発信機能適用発信者電話番号］ ※空欄に発信者電話番号を記入 設定なし

＊

425 ［自動折り返し発信機能の有無］ 1:あり
Ｄ 0 1

自動折り返し発信機能 なし あり

＊

428 ［外線話中処理時の不応答履歴有無(ISDN／IP回線)］ 0:なし
Ｄ 0 1

不応答履歴 なし あり

＊

429 ［非通知着信履歴の適用範囲］ 1:非通知理由
Ｄ 0 1 受信時のみ

適用範囲 非通知理由受信時+相手不明時 非通知理由受信時のみ

＊

430 ［テナント番号と電話機グループの対応］ [全ﾃﾅﾝﾄ]
※空欄に、D１D１のﾃﾞｰﾀ(電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)を記入 01:電話機

ｸﾞﾙｰﾌﾟ01

＊

431 ［発番号非表示機能の有無］ 0:なし

Ｄ 0 1
発番号非表示機能 なし あり

D０ D１ 回線区分 D２(D２…D２) 対象外線/ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号
項番 1 一般回線 2 DI回線 外線番号 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号(最大11桁)

1
2
3
4
5

6
7
8

D０D０ D１(D１…D１)
項番 対象電話番号

01

02
03
04
05
06

07
08
09
10

11
12
13

14
15
16
17
18
19

20
21
22

23
24
25
26

27
28
29
30

D０D０ D１(D１…D１)
項番 対象電話番号

31

32
33
34
35
36

37
38
39
40

41
42
43

44
45
46
47
48
49

50
51
52

53
54
55
56

57
58
59
60

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１ 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ

D０D０ D１(D１…D１)
項番 対象電話番号

61

62
63
64
65
66

67
68
69
70

71
72
73

74
75
76
77
78
79

80
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

434 ［電話機毎のACDグループ］ 00:なし
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(なし:00、ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)を記入

＊

435 ［ACDルーティング方式の設定］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:待ち時間

＊

436 ［ACDオペレータ不応答時間の設定］ 1:9秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D２ 0 1 2 3 4

ｵﾍﾟﾚｰﾀ不応答時間 6秒 9秒 12秒 15秒 18秒

＊

437 ［ACD着信のお待たせメッセージ送出までのACD着信時間］ 1:9秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

D１ 1 2 3 4
ACD着信時間 9秒 18秒 27秒 36秒

＊

438 ［ACD着信のお待たせメッセージの選択］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

439 ［ACD着信のお待たせメッセージ送出回数］ 1:1回

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2

お待たせﾒｯｾｰｼﾞ送出回数 1回 2回

＊

440 ［ACD着信の保留時間］ 3:30秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2 3 4 5 6 7 8 9

保留時間 10秒 20秒 30秒 40秒 50秒 60秒 70秒 80秒 30分

＊

441 ［ACD着信の切断処理］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D２ 0 待ち時間
ﾙｰﾃｨﾝｸﾞ方式 1 処理件数

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D２ ｵﾍﾟﾚｰﾀ不応答時間

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

D１ ACD着信時間

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２D２ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ お待たせﾒｯｾｰｼﾞ送出回数

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

D１ 保留時間

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１

切断ﾒｯｾｰｼﾞの種類

D１D１D１ 001～ 300 900
切断ﾒｯｾｰｼﾞの ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

固定ﾒｯｾｰｼﾞ
種類 (可変音源)

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１

お待たせﾒｯｾｰｼﾞの種類

D１D１D１ 000 001～300 900
お待たせﾒｯｾｰｼﾞの ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

機能なし 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
種類 (可変音源)
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外線着信系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

442 ［ACD着信の切断メッセージ送出回数］ 1:1回

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

D１ 1 2
送出回数 1回 2回

＊

443 ［ACD着信呼出不可時のお待たせメッセージの選択］ 000:切断処理

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

444 ［ACD着信呼出不可時のお待たせメッセージ送出回数］ 1:1回

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2

送出回数 1回 2回

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 送出回数

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１

お待たせﾒｯｾｰｼﾞの種類

D１D１D１ 000 001～ 300 900 999
お待たせﾒｯｾｰｼﾞの ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300 機能なし

切断処理 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
種類 (可変音源) (RBT継続)

D０D０ ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 送出回数
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外線保留・転送系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

500 ［ ボタンによる外線保留応答］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

501 ［ ボタンによる外線自動保留］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

502 ［外線自動保留時の保留状態］ 0:一般保留
Ｄ 0 1

保留状態 一般保留 自己保留

＊

503 ［保留音の選択］ 2:ﾒﾛﾃﾞｨ2

＊

504 ［外線保留音種別］ 000:内蔵保留音

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

505 ［単独電話機の保留番号］ 2:2
Ｄ 00 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

保留番号 機能なし 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

＊

506 ［ボタン電話機の特番保留］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

507 ［単独電話機の保留戻り番号］ 2:2
Ｄ 00 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

戻り番号 機能なし 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

＊

508 ［保留警報時間］ 0:機能なし
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6

時間 機能なし 30秒 60秒 90秒 2分 3分 4分

＊

509 ［他グループの保留外線自動選択応答］ 1:可
Ｄ 0 1

自動選択応答 不可 可
＊

510 ［相手応答前の外線自動保留規制］ 1:あり
Ｄ 0 1

外線自動保留規制 なし あり

保留

保留

Ｄ 1 2
ﾒﾛﾃﾞｨ番号 ﾒﾛﾃﾞｨ1 ﾒﾛﾃﾞｨ2

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
特番保留 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
保留応答 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 外線自動保留 0 なし

の有無 1 あり

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１ 保留音源

D１D１D１ 000 001～ 300
内蔵 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

保留音源
保留音 (可変音源)
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外線保留・転送系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

520 ［オンフック転送機能］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:可

＊

521 ［外線簡易転送機能］ 2:可（ｵﾝﾌｯｸ
Ｄ 0 1 2 操作でも可）

可否 不可 可 可(ｵﾝﾌｯｸ操作でも可)

＊

522 ［オートマチックリコール時間］ 2:20秒
Ｄ 0 1 2 3

時間 機能なし 10秒 20秒 30秒

＊

523 ［不完全転送時の保留警報鳴動］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

524 [SDT聴取時のオンフック処理］ 0:呼び返し
Ｄ 0 1

SDT聴取時のｵﾝﾌｯｸ処理 呼び返し 保留

＊

526 ［転送電話（手動転送）の可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:転送不可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 不可
ｵﾝﾌｯｸ転送 1 可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 なし
保留警報鳴動 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 転送不可

外線手動転送 1 転送可能
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

600 ［転送電話の発信外線］ ※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(0:発信不可/1:発信可能)を記入 0,0:昼/夜
発信不可

＊

601 ［留守番機能のモード選択と転送先選択］ 全ﾃﾅﾝﾄ
※空欄にﾓｰﾄﾞ(01～02､04～05､07～12：右下の表参照)、転送先番号(01～14)を記入 07,,:留守録ﾓｰﾄﾞ
D０D０ D１D１ D２D２ D３D３ D１D１ ﾓｰﾄﾞ
ﾃﾅﾝﾄ ﾓｰﾄﾞ 転送先番号 転送先番号 01 通常転送ﾓｰﾄﾞ
番号 (1ｹ所目) (2ｹ所目) 02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ
01 04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ
02 05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ
03 07 留守録ﾓｰﾄﾞ
04 08 応答専用ﾓｰﾄﾞ
05 09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
06 10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)

07 11 通常着信ﾓｰﾄﾞ
08 12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
09

10
11

12
13
14

15

＊

603 ［転送電話の転送メッセージ］ 000:機能なし

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

604 ［転送電話の転送メッセージ送出回数］ 1:1回

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2

転送ﾒｯｾｰｼﾞ送出回数 1回 2回

＊

605 ［転送電話の切断処理］ 000:転送継続/
外線切断

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
＊

606 ［転送電話の切断メッセージ送出回数］ 1:1回

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2

切断ﾒｯｾｰｼﾞ送出回数 1回 2回

＊

608 ［転送先応答時のメッセージ送出有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

609 ［転送電話の転送中着信表示］ 0:なし
Ｄ 0 1

着信表示 なし あり

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 切断ﾒｯｾｰｼﾞ送出回数

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

D１D１D１ 切断処理

D１D１D１ 000 001～ 300 900 997
切断ﾒｯｾｰｼﾞ

転送継続/
切断処理 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300 代行録音

外線切断 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
(可変音源)

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 99
D１ 0 なし
ﾒｯｾｰｼﾞ送出 1 あり

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 発信の可否(昼)
D３ 発信の可否(夜)

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 転送ﾒｯｾｰｼﾞ送出回数

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１ 転送ﾒｯｾｰｼﾞの種類

D１D１D１ 000 001～300 900
転送ﾒｯｾｰｼﾞの ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

機能なし 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
種類 (可変音源)
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

610 ［転送電話の転送先呼出時間］ 4:50秒
Ｄ 1 2 3 4 5 6 7 8 9

転送先呼出時間 20秒 30秒 40秒 50秒 60秒 70秒 80秒 90秒 100秒

＊

611 ［転送電話通話時間］ 03:30分
ＤＤ 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

転送電話通話時間(分) 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150

＊

612 ［転送電話の発信外線の種類］ 1:同一ﾃﾅﾝﾄ

Ｄ 0 1
発信外線 ｼｽﾃﾑ 同一ﾃﾅﾝﾄ
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

614 ［短縮グループ毎の留守番機能］ (1/2：テナント01～08) 全ｸﾞﾙｰﾌﾟ
※空欄にﾓｰﾄﾞ(00～02､04～05､07～12：右の表参照)、転送先番号(01～14)を記入 00,,:機能なし

D０D０ D1D1 D2D2 D3D3 D4D4 D０D０ D1D1 D2D2 D3D3 D4D4

短縮 転送先 転送先 短縮 転送先 転送先
ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ 番号 番号 ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ 番号 番号
番号 番号

番号 (1ｹ所目) (2ｹ所目) 番号 (1ｹ所目) (2ｹ所目)
01 01
02 02

03 03
04 04
05 05
06 06
07 07

01 08 05 08

09 09
10 10
11 11
12 12
13 13

14 14
15 15
01 01

02 02
03 03
04 04

05 05
06 06
07 07

02 08 06 08

09 09
10 10
11 11

12 12
13 13
14 14

15 15
01 01

02 02
03 03
04 04
05 05

06 06

07 07
03 08 07 08

09 09
10 10
11 11
12 12
13 13
14 14
15 15
01 01

02 02
03 03
04 04
05 05
06 06

07 07
04 08 08 08

09 09
10 10
11 11
12 12

13 13
14 14
15 15

D2D2 ﾓｰﾄﾞ
00 機能なし
01 通常転送ﾓｰﾄﾞ
02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ

04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ
05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ
07 留守録ﾓｰﾄﾞ
08 応答専用ﾓｰﾄﾞ
09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)

11 通常着信ﾓｰﾄﾞ
12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

614 ［短縮グループ毎の留守番機能］(2/2：テナント09～15) 全ｸﾞﾙｰﾌﾟ
※空欄にﾓｰﾄﾞ(00～02､04～05､07～12：右の表参照)、転送先番号(01～14)を記入 00,,:機能なし

D０D０ D1D1 D2D2 D3D3 D4D4 D０D０ D1D1 D2D2 D3D3 D4D4

短縮 転送先 転送先 短縮 転送先 転送先
ﾃﾅﾝﾄ ﾃﾅﾝﾄ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ 番号 番号 ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ 番号 番号
番号 番号

番号 (1ｹ所目) (2ｹ所目) 番号 (1ｹ所目) (2ｹ所目)
01 01
02 02

03 03
04 04
05 05
06 06
07 07

09 08 13 08

09 09
10 10
11 11
12 12
13 13

14 14
15 15
01 01

02 02
03 03
04 04

05 05
06 06
07 07

10 08 14 08

09 09
10 10
11 11

12 12
13 13
14 14

15 15
01 01

02 02
03 03
04 04
05 05

06 06

07 07
11 08 15 08

09 09
10 10
11 11
12 12
13 13
14 14
15 15
01

02
03
04
05
06

07
12 08

09
10
11
12

13
14
15

D2D2 ﾓｰﾄﾞ
00 機能なし
01 通常転送ﾓｰﾄﾞ
02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ

04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ
05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ
07 留守録ﾓｰﾄﾞ
08 応答専用ﾓｰﾄﾞ
09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)

11 通常着信ﾓｰﾄﾞ
12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

615 ［特定発番号の留守番機能 － 発番号の登録］ (1/3：テナント01～05) 設定なし
※空欄に特定発番号を記入

D０D０ D１D１ D２(D２…D２) D１D１ D２(D２…D２)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 特定発番号 項番 特定発番号

01 11

02 12
03 13
04 14
05 15

01
06 16

07 17
08 18
09 19
10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

02
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20

01 11

02 12
03 13
04 14

05 15
03

06 16
07 17

08 18
09 19

10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

04
06 16
07 17

08 18
09 19
10 20

01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

05
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

615 ［特定発番号の留守番機能 － 発番号の登録］(2/3：テナント06～10) 設定なし
※空欄に特定発番号を記入

D０D０ D１D１ D２(D２…D２) D１D１ D２(D２…D２)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 特定発番号 項番 特定発番号

01 11

02 12
03 13
04 14
05 15

06
06 16

07 17
08 18
09 19
10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

07
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20

01 11

02 12
03 13
04 14

05 15
08

06 16
07 17

08 18
09 19

10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

09
06 16
07 17

08 18
09 19
10 20

01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

10
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20



49

外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

615 ［特定発番号の留守番機能 － 発番号の登録］ (3/3：テナント11～15) 設定なし
※空欄に特定発番号を記入

D０D０ D１D１ D２(D２…D２) D１D１ D２(D２…D２)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 特定発番号 項番 特定発番号

01 11

02 12
03 13
04 14
05 15

11
06 16

07 17
08 18
09 19
10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

12
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20

01 11

02 12
03 13
04 14

05 15
13

06 16
07 17

08 18
09 19

10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

14
06 16
07 17

08 18
09 19
10 20

01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

15
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

616 ［特定発番号の留守番機能 － モード選択と転送先選択］ (1/3：テナント01～06) 11,,:通常着信
※空欄にﾓｰﾄﾞ(01～02､04～05､07～12：右下の表参照)、転送先番号(01～14)を記入 ﾓｰﾄﾞ

D０D０ D１D１ D２D２ D３D３ D４D４ D１D１ D２D２ D３D３ D４D４

ﾃﾅﾝﾄ 項番 ﾓｰﾄﾞ 転送先番号 転送先番号 項番 ﾓｰﾄﾞ 転送先番号 転送先番号
番号 (1ｹ所目) (2ｹ所目) (1ｹ所目) (2ｹ所目)

01 11
02 12
03 13
04 14
05 15

01
06 16

07 17
08 18
09 19
10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

02
06 16
07 17

08 18
09 19
10 20
01 11

02 12
03 13
04 14
05 15

03
06 16
07 17

08 18
09 19

10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

04
06 16

07 17
08 18
09 19

10 20

01 11
02 12

03 13

04 14
05 15

05
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20
01 11
02 12
03 13
04 14
05 15

06
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20

D２D２ ﾓｰﾄﾞ
01 通常転送ﾓｰﾄﾞ
02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ
04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ
05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ

07 留守録ﾓｰﾄﾞ
08 応答専用ﾓｰﾄﾞ
09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)
11 通常着信ﾓｰﾄﾞ
12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

616 ［特定発番号の留守番機能 － モード選択と転送先選択］(2/3：テナント07～12) 11,,:通常着信
※空欄にﾓｰﾄﾞ(01～02､04～05､07～12：右下の表参照)、転送先番号(01～14)を記入 ﾓｰﾄﾞ

D０D０ D１D１ D２D２ D３D３ D４D４ D１D１ D２D２ D３D３ D４D４

ﾃﾅﾝﾄ 項番 ﾓｰﾄﾞ 転送先番号 転送先番号 項番 ﾓｰﾄﾞ 転送先番号 転送先番号
番号 (1ｹ所目) (2ｹ所目) (1ｹ所目) (2ｹ所目)

01 11
02 12
03 13
04 14
05 15

07
06 16

07 17
08 18
09 19
10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

08
06 16
07 17

08 18
09 19
10 20
01 11

02 12
03 13
04 14
05 15

09
06 16
07 17

08 18
09 19

10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

10
06 16

07 17
08 18
09 19

10 20

01 11
02 12

03 13

04 14
05 15

11
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20
01 11
02 12
03 13
04 14
05 15

12
06 16
07 17
08 18
09 19
10 20

D２D２ ﾓｰﾄﾞ
01 通常転送ﾓｰﾄﾞ
02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ
04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ
05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ

07 留守録ﾓｰﾄﾞ
08 応答専用ﾓｰﾄﾞ
09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)
11 通常着信ﾓｰﾄﾞ
12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

616 ［特定発番号の留守番機能 － モード選択と転送先選択］ (3/3：テナント13～15) 11,,:通常着信
※空欄にﾓｰﾄﾞ(01～02､04～05､07～12：右下の表参照)、転送先番号(01～14)を記入 ﾓｰﾄﾞ

＊

617 ［転送呼出中の処理］ 0:疑似呼出音
Ｄ 0 1 (RBT)

転送呼出中の処理 疑似呼出音(RBT) 発信側の回線の音

＊

618 ［転送電話追っかけモードリトライ］ 0:最初の相手に
Ｄ 0 1 ﾘﾄﾗｲする

最初の相手にﾘﾄﾗｲする 次の相手にﾘﾄﾗｲする (追っかけない)
ﾘﾄﾗｲ方法

(追っかけない) (追っかける)

D０D０ D１D１ D２D２ D３D３ D４D４ D１D１ D２D２ D３D３ D４D４

ﾃﾅﾝﾄ 項番 ﾓｰﾄﾞ 転送先番号 転送先番号 項番 ﾓｰﾄﾞ 転送先番号 転送先番号
番号 (1ｹ所目) (2ｹ所目) (1ｹ所目) (2ｹ所目)

01 11
02 12
03 13
04 14
05 15

13
06 16

07 17
08 18
09 19
10 20
01 11
02 12

03 13
04 14
05 15

14
06 16
07 17

08 18
09 19
10 20
01 11

02 12
03 13
04 14
05 15

15
06 16
07 17

08 18
09 19

10 20

D２D２ ﾓｰﾄﾞ
01 通常転送ﾓｰﾄﾞ
02 追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ
04 不応答後転送ﾓｰﾄﾞ
05 不応答後追っかけ転送ﾓｰﾄﾞ
07 留守録ﾓｰﾄﾞ
08 応答専用ﾓｰﾄﾞ
09 お話し中ﾓｰﾄﾞ
10 発信者選択ﾓｰﾄﾞ(転送/留守録)
11 通常着信ﾓｰﾄﾞ

12 留守録+転送ﾓｰﾄﾞ
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

619 ［転送電話の転送先電話番号の登録］ (1/4：テナント01～04) 設定なし
※空欄に転送先電話番号を記入

D０D０ D１D１ D３(D３…D３) 電話番号
ﾃﾅﾝﾄ番号 転送先番号 D２ 1(前半) D２ 2(後半)

01
02
03
04
05
06
07

01
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

02
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

03
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

04
08
09
10
11
12
13
14
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

619 ［転送電話の転送先電話番号の登録］ (2/4：テナント05～08) 設定なし
※空欄に転送先電話番号を記入

D０D０ D１D１ D３(D３…D３) 電話番号
ﾃﾅﾝﾄ番号 転送先番号 D２ 1(前半) D２ 2(後半)

01
02
03
04
05
06
07

05
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

06
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

07
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

08
08
09
10
11
12
13
14
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

619 ［転送電話の転送先電話番号の登録］ (3/4：テナント09～12) 設定なし
※空欄に転送先電話番号を記入

D０D０ D１D１ D３(D３…D３) 電話番号
ﾃﾅﾝﾄ番号 転送先番号 D２ 1(前半) D２ 2(後半)

01
02
03
04
05
06
07

09
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

10
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

11
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

12
08
09
10
11
12
13
14
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

619 ［転送電話の転送先電話番号の登録］ (4/4：テナント13～15) 設定なし
※空欄に転送先電話番号を記入

D０D０ D１D１ D３(D３…D３) 電話番号
ﾃﾅﾝﾄ番号 転送先番号 D２ 1(前半) D２ 2(後半)

01
02
03
04
05
06
07

13
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

14
08
09
10
11
12
13
14
01
02
03
04
05
06
07

15
08
09
10
11
12
13
14
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

620 ［外線手動転送時の外線自動発信］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

621 ［外線手動転送時のコールバック機能］ 0:なし
Ｄ 0 1

外線手動転送時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ なし あり

＊

623 ［転送電話の自動通話録音］ 0:なし

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

624 ［不応答転送の不応答時間］ 04:12秒
ＤＤ 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

不応答時間(秒) 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 33 36 39 42 45

ＤＤ 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
不応答時間(秒) 48 51 54 57 60 63 66 69 72 75 78 81 84 87 90

＊

625 ［転送電話リトライ回数］ ※空欄に設定回数を記入 15:15回
ＤＤ 01～15

ﾘﾄﾗｲ回数 回

＊

628 ［転送先への転送電話通知］ 0:なし
Ｄ 0 1

転送電話通知の有無 なし あり

＊

631 ［外線割込通話の可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:不可

＊

632 ［外線被割込通話の可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:可

＊

633 ［外線被割込通話時のアラーム送出］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊
634 ［外線通話モニタ(聴話)の可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:可

＊

635 ［外線通話被モニタ(被聴話)の可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:可

＊

636 ［外線通話被モニタ(被聴話)時のアラーム］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

638 ［外線手動転送後の３者通話可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:不可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 なし
外線自動発信 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107

D２ 0 不可
被割込 1 可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106

D２ 0 なし
ｱﾗｰﾑ送出 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 不可
外線通話ﾓﾆﾀ 1 可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107

D２ 0 不可
割込通話 1 可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 不可
被ﾓﾆﾀ 1 可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
ｱﾗｰﾑ送出 1 あり

D２ 0 1
自動録音 なし あり

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D２ 自動録音

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 外線手動転送後の 0 不可

3者通話 1 可
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

640 ［外線テナント種別］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0,0:なし

＊

641 ［外線毎のテナント番号］ ※空欄にﾃﾅﾝﾄ番号(01～15)を記入 01:ﾃﾅﾝﾄ01

＊

642 ［電話機毎の使用可能テナント番号］ 全ﾃﾅﾝﾄ1:使用可
※空欄にD３のﾃﾞｰﾀ(0:使用不可、または1:使用可)を記入

＊

643 ［DILIN番号毎のテナント番号］ ※空欄にﾃﾅﾝﾄ番号(01～15)を記入 [全DILIN番号]
01:ﾃﾅﾝﾄ01

D０D０ 外線番号 01 02
0 なし

D２ 1 着信ﾃﾅﾝﾄ
ﾃﾅﾝﾄ種別(昼) 2 発着信ﾃﾅﾝﾄ

3 完全ﾃﾅﾝﾄ
0 なし

D３ 1 着信ﾃﾅﾝﾄ
ﾃﾅﾝﾄ種別(夜) 2 発着信ﾃﾅﾝﾄ

3 完全ﾃﾅﾝﾄ

D０D０ 外線番号 01 02
D２D２ ﾃﾅﾝﾄ番号

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
01

02
03

04
05
06

07
D２D２ 08
ﾃﾅﾝﾄ番号

09
10

11
12
13
14
15

D０D０ DILIN番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16
D２D２ ﾃﾅﾝﾄ番号

D０D０ DILIN番号 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32
D２D２ ﾃﾅﾝﾄ番号

D０D０ DILIN番号 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

D２D２ ﾃﾅﾝﾄ番号

D０D０ DILIN番号 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

D２D２ ﾃﾅﾝﾄ番号

D０D０ DILIN番号 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

D２D２ ﾃﾅﾝﾄ番号

D０D０ DILIN番号 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96

D２D２ ﾃﾅﾝﾄ番号
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外線系その他のコマンド

コマンド データ 初期値

＊

670 ［通話時間お知らせタイマアラーム音送出間隔］ 0:機能なし

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7
時間 機能なし 1分 2分 3分 4分 5分 6分 7分

＊

671 ［通話時間お知らせタイマアラーム音送出条件］ 1:発信/着信
Ｄ 0 1 外線共

送出条件 発信外線のみ 発信/着信外線共

＊

672 ［電話機毎の通話時間お知らせタイマ機能］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

673 ［外線断線時の連動リモコン］ 0:なし
Ｄ 0 1 2

対象ﾘﾓｺﾝ なし ﾘﾓｺﾝ1 ﾘﾓｺﾝ2

＊

675 ［自動トーン切替］ 1:あり
Ｄ 0 1

機能 なし あり

＊

677 ［ ボタンのユーザ設定可否］ 1:可

Ｄ 0 1
ﾕｰｻﾞ設定 不可 可

＊

678 ［使用回線種別表示内容の設定］ 0:外線種別表示
※空欄にメニューで設定した設定文字表示項番(1～8)または外線種別表示(0)を記入

外線

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 表示内容

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
機能 1 あり
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内線系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

700 ［内線呼出方法］ 0:ﾄｰﾝ呼出
Ｄ 0 1

呼出方法 ﾄｰﾝ呼出 音声呼出

＊

701 ［トーン呼出の内線着信音選択］ 27:着信音27

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

702 ［オフフック内線自動捕捉］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

703 ［内線呼出適用範囲］ 0:全内線

Ｄ 0 1
適用範囲 全内線 代理応答/内線保留ｸﾞﾙｰﾌﾟ内

＊

704 ［一斉呼出／グループ呼出の可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:可

＊

705 ［一斉呼出／グループ呼出の冒頭音／終了音選択］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0,0:なし,なし

＊

706 ［内線音声呼出の冒頭音選択］ 1:500Hz断続音

Ｄ 0 1 2 3 4
冒頭音 なし 500Hz断続音 1kHz断続音 500Hz連続音 1kHz連続音

D２D２ 着信音
11～17 着信音11～17(IR)

21～27 着信音21～27(SIR)
31～37 着信音31～37(120INT)
41～47 着信音41～47(240INT/30INT)
51～52 着信音51～52(ﾒﾛﾃﾞｨ1～2)

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２D２ 着信音

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 なし
自動捕捉 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 不可

呼出 1 可

1:500Hz 2:1kHz 3:500Hz 4:1kHz 5:EXU 6:EXU
0:なし

断続音 断続音 連続音 連続音 (ﾋﾟﾝﾎﾟﾝﾊﾟﾝﾎﾟﾝ上り) (ﾋﾟﾝﾎﾟﾝﾊﾟﾝﾎﾟﾝ下り)

D０ 冒頭音
D１ 終了音
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内線系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

707 ［内線ホットライン］ 000:設定なし
※空欄に着信電話機収容位置(101～107)または内線一般着信の機能番号(601～616)

を記入

＊

708 ［リセットコール割込通話の有無］ 0:なし
Ｄ 0 1

ﾘｾｯﾄｺｰﾙ割込通話 なし あり

＊

709 ［外線通話中の内線着信鳴動］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

710 ［電話機グループの設定］ ※空欄に電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(01～02)を記入 01:ｸﾞﾙｰﾌﾟ01

＊

711 ［内線代表の設定］ ※空欄にｽﾗｲﾄﾞ先電話機収容位置を記入 000:設定なし

＊

712 ［応答遅延転送の転送時間］ 3:30秒
Ｄ 1 2 3 4 5 6 7

応答遅延転送時間 10秒 20秒 30秒 40秒 50秒 60秒 70秒

＊

713 ［内線通話中のDSSボタン処理］ 0:自動保留

Ｄ 0 1
処理 自動保留 呼び直し

＊

715 ［内線DTの種類］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:内線DT

＊

716 ［相手話中時の送出トーン］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:ｳｪｲﾃｨﾝｸﾞﾄｰﾝ(WT)

＊

717 ［客室グループからの呼出可能電話機］ 0:全電話機
Ｄ 0 1

呼出可能電話機 全電話機 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ電話機のみ

＊
718 ［代理応答／内線保留グループの設定］ 00:ｸﾞﾙｰﾌﾟ00

※空欄に代理応答/内線保留ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(00～02)を記入

＊

719 ［不在転送時の発信用外線自動発信グループ］ 0:全外線
※空欄にｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(0～6)を記入

＊

720 ［不在設定のオフフック解除の可否］ 1:可

Ｄ 0 1
解除機能の可否 不可 可

D０D０D０ 発信電話機収容位置 101 102 103 104 105 106 107

D２D２D２ 着信電話機収容位置

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
鳴動 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107

D２D２ 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号

D０D０D０ 対象電話機収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D１D１D１ ｽﾗｲﾄﾞ先電話機収容位置

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107

D２ 内線DTの 0 内線DT
種類 1 DT(連続ﾄｰﾝ)

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 ｳｪｲﾃｨﾝｸﾞﾄｰﾝ(WT)

送出ﾄｰﾝ 1 BT

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107

D２D２ ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号
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内線系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

722 ［外線への不在転送範囲］ 1:外線＋内線

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

D２ 0 1
着信回線の種類 外線 外線+内線

＊

724 ［不在転送の切断処理］ 000:転送継続/
外線切断

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

725 ［不在転送の切断メッセージ送出回数］ 1:1回
Ｄ 1 2

切断ﾒｯｾｰｼﾞ送出回数 1回 2回

＊

726 ［外線への不在転送先］ なし
※空欄に電話番号(1～16桁 )を記入

＊

727 ［PB信号受信端末の収容位置］ ※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(PB信号受信端末の収容位置)を記入 000:設定なし

D０ 項番 1 2 3 4 5 6 7
D１D１D１ PB信号受信端末

ＤＤＤ 000 001～ 300 900 997
転送継続/ 切断ﾒｯｾｰｼﾞ

切断処理 代行録音
外線切断 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300 固定ﾒｯｾｰｼﾞ

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 着信回線の種類

D０D０D0 D１(D１…D１)
収容位置 転送先の電話番号

101

102
103
104
105
106

107

ＤＤＤ 切断処理
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内線系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

728 ［ ボタンの設定］ 000:設定なし
※空欄にD３D３D３の内線ﾜﾝﾀｯﾁ対象電話機の収容位置を記入

＊

731 ［鳴り分け着信対象特定内線］ ※空欄に対象電話機の収容位置を記入 000:なし

＊
732 ［内線鳴り分け着信］ 00:鳴り分けなし

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

内線ワンタッチ

D０D０D０ 101 102 103 104 105 106
収容位置

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16

D２D２ 17
ｷｰ番号

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

D０ 項番 1 2 3 4 5 6 7
D１D１D１ 対象電話機

D１D１ 着信音
00 鳴り分けなし

11～17 着信音11～17(IR)
21～27 着信音21～27(SIR)
31～37 着信音31～37(120INT)
41～47 着信音41～47(240INT/30INT)
51～52 着信音51～52(ﾒﾛﾃﾞｨ1～2)

D０ 1 2 3
発信者区分 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ 特定内線
D１D１ 着信音
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内線系コマンド

コマンド データ 初期値

＊

735 ［着信履歴ボタンの動作］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:標準設定

＊

737 ［内線着信履歴の初期画面］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 4,0:
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内全内線
着信履歴,
一覧表示(4件)

＊

760 ［内線一般着信の有無］ 0:なし
Ｄ 0 1

内線一般着信 なし あり

＊

761 ［内線一般着信用DILIN番号と電話機グループの対応］ 01:ｸﾞﾙｰﾌﾟ01
※空欄に電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(01～02)を記入

＊

769 ［マルチ呼び対象電話機と対象DILIN番号設定］ 000,00:
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(対象電話機の収容位置,DILIN番号81～96)を記入 設定なし

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 標準設定
表示する 1 外線着信履歴

着信履歴 2 内線着信履歴

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
1 内線着信不応答履歴

D２ 2 内線着信応答履歴
履歴の 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ内内線着信不応答履歴
種類 4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ内全内線着信履歴

5 ｼｽﾃﾑ全内線着信履歴

D３ 表示 0 一覧表示(4件)
方法 1 詳細表示(1件)

D０D０ DILIN番号 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96
D２D２ 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号

D０ ﾏﾙﾁ呼び切替項番 1 2 3 4 5
D１D１D１ 収容位置
D２D２ 対象DILIN番号
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電話機に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

800 ［キー押し確認音の有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

801 ［電話機エコモード設定］ 0:機能なし

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

802 ［受話音の高域カット有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

807 ［不在時自動ハンズフリー可否］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:可

＊

810 ［時刻表示方法］ 0:12時間制
Ｄ 0 1

表示方法 12時間制 24時間制

＊

812 ［外線発信時の通話時間表示］ 1:あり

Ｄ 0 1
表示 なし あり

＊

813 ［外線着信時の通話時間表示］ 0:なし
Ｄ 0 1

表示 なし あり

＊

815 ［LCDの反転表示］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

816 ［内線番号／名称表示継続時間］ 0:0秒
Ｄ 0 1 2 3

表示継続時間 0秒 10秒 15秒 20秒

＊

817 ［待機時の外着音量表示］ 1:あり
Ｄ 0 1

表示 なし あり
＊

818 ［LCDバックライトの点灯時間］ 0:15秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D２ 0 1 2 3 4 5 6 7

点灯時間 15秒 1分 2分 3分 4分 5分 常時消灯 常時点灯

＊

819 ［LCDバックライトの通話中継続点灯］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
確認音 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106

D２ 点灯時間

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 開始ﾀｲﾏ

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106

D２ 0 なし
反転表示 1 あり

D２ 0 1 2 3 4 5
開始ﾀｲﾏ 機能なし 30秒 1分 2分 3分 5分

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106

D２ 0 なし
高域ｶｯﾄ 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106

D２ 不在時自動 0 不可
ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰ 1 可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
通話中継続点灯 1 あり
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電話機に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

820 ［外線着信音と着信／メッセージランプ色の連動］ 0:機能なし

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ﾗﾝﾌﾟ色 機能なし 赤色 黄色 緑色 水色 青色 紫色 白色 ﾚｲﾝﾎﾞｰ1 ﾚｲﾝﾎﾞｰ2

＊

821 ［センサ着信時の着信／メッセージランプ色］ 0:機能なし

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ﾗﾝﾌﾟ色 機能なし 赤色 黄色 緑色 水色 青色 紫色 白色 ﾚｲﾝﾎﾞｰ1 ﾚｲﾝﾎﾞｰ2

＊

822 ［相手不明時のLCD表示］ 0:｢相手がわか
Ｄ 0 1 2 りません｣

表示方法 ｢相手がわかりません｣ ｢相手不明｣ 表示なし

＊

823 ［着信不応答通知機能の有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

824 ［着信不応答通知機能の表示方法］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:LCD

＊

826 ［電話機LCDの縦倍角表示］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

828 ［外線着信時のナンバー・ディスプレイ表示有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

830 ［DSSコンソールの設定］ 0,0,000,000:
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(種別:0/1、接続No.:1～4、DSSｺﾝｿｰﾙ収容位置、組み合わせる電話機収容位置)を記入 設定なし
D０ 項番 1 2 3 4
D1 種別

D2 電話機毎の接続No.

D3D3D3 DSSｺﾝｿｰﾙ

D4D4D4 組み合わせる電話機

＊

831 ［オートダイヤルコンソールの設定］ 000:設定なし
※空欄に組み合わせるｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙｺﾝｿｰﾙの収容位置を記入

D０D０ 着信音11～17(外線同期,IR) 11 12 13 14 15 16 17
D１ ﾗﾝﾌﾟ色

D０D０ 着信音21～27(SIR) 21 22 23 24 25 26 27
D１ ﾗﾝﾌﾟ色

D０D０ 着信音31～37(120INT) 31 32 33 34 35 36 37
D１ ﾗﾝﾌﾟ色

D０D０ 着信音41～47(240INT/30INT) 41 42 43 44 45 46 47
D１ ﾗﾝﾌﾟ色

D０D０ 着信音51～52(ﾒﾛﾃﾞｨ1～2) 51 52
D１ ﾗﾝﾌﾟ色

D０D０ 無鳴動着信 99
D１ ﾗﾝﾌﾟ色

D０ ｾﾝｻ番号 1 2 3 4
D１ ﾗﾝﾌﾟ色

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 表示 0 LCD

方法 1 LCD+ ﾗﾝﾌﾟ着信/メッセージ

D０D０D０ 組み合わせる電話機収容位置 101 102 103 104 105 106
D１D１D１ ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙｺﾝｿｰﾙ収容位置

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
0 なし

D２ 1 あり
通知

2 外線着信のみあり
機能

3 内線着信のみあり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
縦倍角表示 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
表示 1 あり
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電話機に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

835 ［省電力モードの有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ [収容位置101]
0:常になし
[他収容位置]
1:ﾎﾞﾀﾝ操作/夜間

切替時にあり

＊

836 ［電話機グループと省電力グループとの対応］ 01:省電力ｸﾞﾙｰ
※空欄に省電力ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(01～02)を記入 ﾌﾟ01

＊

837 ［省電力グループと夜間切替テナントとの対応］ 00:連動なし
※空欄にﾃﾅﾝﾄ番号(01～15)を記入

＊

840 ［単独電話機のダイヤル種別設定］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:PB

＊

841 ［単独電話機の内線呼出インター］ 0:SIR

Ｄ 0 1
ｲﾝﾀｰ SIR IR

＊

842 ［単独電話機のドアホン着信鳴動周期］ 0:ﾄﾞｱﾎﾝ着信音

Ｄ 0 1

ﾄﾞｱﾎﾝ着信の鳴動周期 ﾄﾞｱﾎﾝ着信音 IR

＊

843 ［単独電話機のフッキング処理］ 1:ﾌｯｷﾝｸﾞ保留
Ｄ 0 1

ﾌｯｷﾝｸﾞ処理 (外線)ﾌｯｷﾝｸﾞ ﾌｯｷﾝｸﾞ保留

＊

844 ［DP単独電話機のフッキング機能］ 0:無効

Ｄ 0 1
DP単独電話機のﾌｯｷﾝｸﾞ 無効 有効

＊

845 ［PB単独電話機のフッキング機能］ 0:無効

Ｄ 0 1
PB単独電話機のﾌｯｷﾝｸﾞ 無効 有効

＊

846 ［フッキング監視時間］ 3:約1408ms以下

Ｄ 0 1 2 3
監視時間 約640ms以下 約896ms以下 約1152ms以下 約1408ms以下

D０D０D０ 収容位置 107
D２ 0 DP
ﾀﾞｲﾔﾙ種別 1 PB

D０D０ 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ 01 02

D２D２ 省電力ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号

D０D０ 省電力ｸﾞﾙｰﾌﾟ 01 02
D２D２ ﾃﾅﾝﾄ番号

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 常になし

省電力ﾓｰﾄﾞ 1 ﾎﾞﾀﾝ操作/夜間切替時にあり
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電話機に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

847 ［単独電話機のハウラー送出］ 0:なし
Ｄ 0 1 2 3

ﾊｳﾗｰ送出 なし 10秒 20秒 30秒

＊

848 ［PB単独電話機のPBレシーバ開放時間］ 5:24秒
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7

PBﾚｼｰﾊﾞ開放時間 4秒 8秒 12秒 16秒 20秒 24秒 28秒 32秒

＊

853 ［ナンバー・ディスプレイ対応単独電話機の設定］ ※空欄に単独電話機の収容位置を記入 000:なし

＊

860 ［コードレス電話機の内線ハンズフリー応答･トーン呼出切替可否］ 0:不可

＊

861 ［コードレス電話機の一斉呼出可否］ 0:不可

＊

863 ［ボタン電話機使用制限］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

864 ［ヘッドセットモード表示有無］ 0:あり

＊

865 ［内線通話終了後のコードレス電話機の無線リンク継続有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

D０ 項番 1
D１D１D１ 収容位置

Ｄ 0 1
切替可否 不可 可

Ｄ 0 1
呼出可否 不可 可

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし

使用制限 1 あり

Ｄ 0 1
表示有無 あり なし

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
無線ﾘﾝｸ継続 1 あり
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コマンド データ 初期値

＊

9100 ［留守録モードの応答メッセージ番号の選択］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:ﾒｯｾｰｼﾞ1

＊

9101 ［留守録モードの応答メッセージ番号と音源の対応］ [ﾒｯｾｰｼﾞ1]
901:固定ﾒｯｾｰｼﾞ1
[ﾒｯｾｰｼﾞ2]
902:固定ﾒｯｾｰｼﾞ2
[ﾒｯｾｰｼﾞ3]
903:固定ﾒｯｾｰｼﾞ3
[ﾒｯｾｰｼﾞ4]
～[ﾒｯｾｰｼﾞ6]
000:設定なし※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

9102 ［留守録自動応答までの時間］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 2:10秒

＊

9103 ［再生済用件メッセージ消去の有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

9104 ［応答専用モードの応答メッセージ番号の選択］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:ﾒｯｾｰｼﾞ1

＊

9105 ［応答専用モードの応答メッセージ番号と音源の対応］ [ﾒｯｾｰｼﾞ1]

901:固定ﾒｯｾｰｼﾞ1
[ﾒｯｾｰｼﾞ2]
902:固定ﾒｯｾｰｼﾞ2
[ﾒｯｾｰｼﾞ3]
903:固定ﾒｯｾｰｼﾞ3
[ﾒｯｾｰｼﾞ4]
～[ﾒｯｾｰｼﾞ6]
000:設定なし※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

9106 ［応答メッセージ送出までの一般着信時間］ 0:一般着信なし

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 0 1 2 3 4 5 6

一般着信時間 一般着信なし 5秒 10秒 15秒 20秒 25秒 30秒

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
1 ﾒｯｾｰｼﾞ1
2 ﾒｯｾｰｼﾞ2

D１ 3 ﾒｯｾｰｼﾞ3
ﾒｯｾｰｼﾞ番号 4 ﾒｯｾｰｼﾞ4

5 ﾒｯｾｰｼﾞ5
6 ﾒｯｾｰｼﾞ6

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

1 5秒
2 10秒

D２ 3 15秒
時間 4 20秒

5 25秒
6 30秒

D０D０ 留守録ﾎﾞｯｸｽ 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

D１ 0 なし
ﾒｯｾｰｼﾞ消去 1 あり

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
1 ﾒｯｾｰｼﾞ1
2 ﾒｯｾｰｼﾞ2

D１ 3 ﾒｯｾｰｼﾞ3
ﾒｯｾｰｼﾞ

4 ﾒｯｾｰｼﾞ4
番号

5 ﾒｯｾｰｼﾞ5

6 ﾒｯｾｰｼﾞ6

D２D２D２ 000 001～300 901～ 903
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

対応音源 設定なし 固定ﾒｯｾｰｼﾞ1～3
(可変音源)

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

1 ﾒｯｾｰｼﾞ1
2 ﾒｯｾｰｼﾞ2

D１ 3 ﾒｯｾｰｼﾞ3
ﾒｯｾｰｼﾞ

4 ﾒｯｾｰｼﾞ4
番号

5 ﾒｯｾｰｼﾞ5
6 ﾒｯｾｰｼﾞ6

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 一般着信時間

D２D２D２ 000 001～300 901～ 903
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

対応音源 設定なし 固定ﾒｯｾｰｼﾞ1～3
(可変音源)

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
1 ﾒｯｾｰｼﾞ1
2 ﾒｯｾｰｼﾞ2

D１ 3 ﾒｯｾｰｼﾞ3

ﾒｯｾｰｼﾞ番号 4 ﾒｯｾｰｼﾞ4
5 ﾒｯｾｰｼﾞ5
6 ﾒｯｾｰｼﾞ6
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コマンド データ 初期値

＊

9107 ［応答専用モードの応答メッセージ送出回数］ 1,1:1回,16秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１ 1 2

送出回数 1回 2回

D２ 0 1 2 3
送出時間 8秒 16秒 32秒 64秒

＊

9108 ［応答専用モードの応答メッセージ送出後の処理］ 0:切断
Ｄ 0 1

処理 切断 一般着信

＊

9109 ［発信者選択モードの応答メッセージ番号の選択］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:ﾒｯｾｰｼﾞ1

＊

9110 ［発信者選択モードの応答メッセージ番号と音源の対応］ [ﾒｯｾｰｼﾞ1]

901:固定ﾒｯｾｰｼﾞ1

[ﾒｯｾｰｼﾞ2]

902:固定ﾒｯｾｰｼﾞ2

[ﾒｯｾｰｼﾞ3]

903:固定ﾒｯｾｰｼﾞ3

[ﾒｯｾｰｼﾞ4]

～[ﾒｯｾｰｼﾞ6]

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入 000:設定なし

＊

9111 ［発信者選択モードの応答メッセージ送出回数］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 全ﾃﾅﾝﾄ
2:2回

＊

9112 ［発信者選択モードの無操作時の処理］ 0:切断
Ｄ 0 1 2 3

無操作時の処理 切断 転送 留守録 FAX呼出

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１ 送出回数
D２ 送出時間

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
1 ﾒｯｾｰｼﾞ1

2 ﾒｯｾｰｼﾞ2
D１ 3 ﾒｯｾｰｼﾞ3
ﾒｯｾｰｼﾞ

4 ﾒｯｾｰｼﾞ4
番号

5 ﾒｯｾｰｼﾞ5
6 ﾒｯｾｰｼﾞ6

D２D２D２ 000 001～300 901～ 909
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

対応音源 設定なし 固定ﾒｯｾｰｼﾞ1～9
(可変音源)

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

D１ 1 1回
送出回数 2 2回

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
1 ﾒｯｾｰｼﾞ1
2 ﾒｯｾｰｼﾞ2

D１ 3 ﾒｯｾｰｼﾞ3
ﾒｯｾｰｼﾞ番号 4 ﾒｯｾｰｼﾞ4

5 ﾒｯｾｰｼﾞ5

6 ﾒｯｾｰｼﾞ6
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コマンド データ 初期値

＊

9113 ［留守録用件録音時の録音通知先電話番号］ ※空欄に通知先電話番号を記入 設定なし

＊

9114 ［録音通知先無操作時のリトライ有無とリトライ間隔］ 0:ﾘﾄﾗｲ無し
Ｄ 0 1 2 3 4 5 6

ﾘﾄﾗｲ機能とﾘﾄﾗｲ間隔 ﾘﾄﾗｲ無し 10分 20分 30分 40分 50分 60分

D0D0 D1 D2(D2…D2) D0D0 D1 D2(D2…D2)
留守録 項番 通知先電話番号 留守録 項番 通知先電話番号
ﾎﾞｯｸｽ ﾎﾞｯｸｽ

1 1
2 2
3 3

01 4 09 4
5 5

6 6
7 7
1 1
2 2
3 3

02 4 10 4

5 5
6 6
7 7
1 1
2 2

3 3
03 4 11 4

5 5
6 6
7 7

1 1
2 2
3 3

04 4 12 4
5 5

6 6
7 7
1 1

2 2
3 3

05 4 13 4
5 5
6 6

7 7
1 1
2 2
3 3

06 4 14 4
5 5
6 6

7 7

1 1

2 2
3 3

07 4 15 4
5 5
6 6

7 7
1

2
3

08 4
5
6

7
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コマンド データ 初期値

＊

9115 ［録音通知発信用電話機グループ（ストレートラインDI時）］ 01:ｸﾞﾙｰﾌﾟ01
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号01～02)を記入

＊

9141 ［内線パスワード］ ※空欄に設定番号を記入 0000：設定なし

＊

9142 ［自動録音対象外線］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

9144 ［自動録音の開始条件］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0,0,0：各条件
にて自動録音開
始しない

＊

9145 ［通話録音の登録先］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1：自電話機の
内線ﾎﾞｯｸｽ

＊

9146 ［通話録音時の最大録音時間と録音可能残時間］ 015,003:
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(001～120)を記入 15分,3分

＊

9147 ［公－公接続の通話録音］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0：なし

＊
9148 ［内線ボックスの不在メッセージ］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0：固定ﾒｯｾｰｼﾞ

＊

9149 ［通話録音一時保存ボックスの自動消去時間］ 1:10分

＊

9150 ［同報グループの登録］ ※空欄にD３のﾃﾞｰﾀ(0:なし、または1:あり)を記入 0:なし

＊

9151 ［メッセージ転送時の自ボックス保存有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:保存する

＊

9152 ［内線ボックスの録音通知］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

D０D０D０ D１D１D１D１

収容位置 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
101
102
103
104

105
106
107

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし
自動録音 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 自動録音開始しない

着信応答時 1 自動録音開始する

D３ 0 自動録音開始しない

発信相手応答時 1 自動録音開始する

D４ 0 自動録音開始しない

保留応答時 1 自動録音開始する

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 通話録音一時保存ﾎﾞｯｸｽ
登録先 1 自電話機の内線ﾎﾞｯｸｽ

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
ﾒｯｾｰｼﾞ 1 録音ﾒｯｾｰｼﾞ

Ｄ 1 2 3 4 5 6 7 8 9
一時保存ﾎﾞｯｸｽ自動消去時間 10分 20分 30分 40分 50分 60分 70分 80分 90分

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 保存する
保存 1 保存しない

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 なし
録音通知 1 あり

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 なし
通話録音 1 あり

D０D０D０ D１D１D１

最大録音時間 録音可能残時間

ＤＤ
電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２D２ 01
同報ｸﾞﾙｰﾌﾟ 02
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コマンド データ 初期値

＊

9153 ［新規メッセージ登録時の ランプ点灯条件］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:留守録ﾎﾞｯｸｽに

登録時

＊

9154 ［ ランプ／ ランプの表示方法］ 0:登録時60INT(赤)

＊

9155 ［通話録音アナウンスの有無］ 0,900:
※D２:空欄該当部分をﾏｰｸ、D３D３D３:ﾃﾞｰﾀ(ﾒｯｾｰｼﾞ:下表参照)を記入 なし,

固定ﾒｯｾｰｼﾞ

＊

9156 ［戻って録音機能の有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

9157 ［内線通話の自動録音対象電話機］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

9158 ［内線通話録音の登録先］ 000:自電話機の
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(000:自電話機の内線ﾎﾞｯｸｽ、または収容位置)を記入 内線ﾎﾞｯｸｽ

＊

9159 ［ ランプの表示範囲］ 0:全ての内線ﾎ ｯ゙ｸｽ

着信/メッセージ

ボックス再生

ボックス

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
0 留守録ﾎﾞｯｸｽに登録時

D２ 1 内線ﾎﾞｯｸｽに登録時
点灯条件 2 留守録ﾎﾞｯｸｽまたは内線ﾎﾞｯｸｽに登録時

3 点灯なし

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
戻って録音機能 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 なし
自動録音 1 あり

Ｄ 0 1
表示方法 登録時60INT(赤) 登録時点火(緑)

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

D２ 0 なし
通話録音ｱﾅｳﾝｽ 1 あり
D３D３D３ ﾒｯｾｰｼﾞ

D３D３D３ 001～300 900
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

ﾒｯｾｰｼﾞ 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
(可変音源)

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２D２D２ 登録先

Ｄ 0 1
表示範囲 全ての内線ﾎﾞｯｸｽ 自TELの内線ﾎﾞｯｸｽのみ
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コマンド データ 初期値

＊

9160 ［ボックス毎の最大録音件数］ 064:64件
※空欄にD２D２D２ のﾃﾞｰﾀ(001～255､999)を記入

＊

9161 ［メッセージ自動消去日数］ 00:自動消去なし

＊

9162 ［ボックス毎の自動消去］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

9163 ［メッセージの再生順序］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:古いﾒｯｾｰｼﾞから

＊

9164 ［早送り／巻戻し時間］ 02:8秒

＊

9165 ［メッセージ無音圧縮］ 0:なし

＊

9166 ［他電話機で保留応答時の録音継続］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:録音終了

ＤＤ 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
早送り/

4秒 8秒 12秒 16秒 20秒 24秒 28秒 32秒 36秒 40秒 44秒 48秒 52秒 56秒 60秒
巻戻し時間

Ｄ 0 1
無音圧縮 なし あり

(1)留守録ﾎﾞｯｸｽ

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 001 002 003 004 005 006 007 008 009 010 011 012
D２D２D２ 最大録音件数

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 013 014 015
D２D２D２ 最大録音件数

(2)内線ﾎﾞｯｸｽ

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２D２D２ 最大録音件数

ＤＤ 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10
ﾒｯｾｰｼﾞ自動消去日数 自動消去なし 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日

ＤＤ 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
ﾒｯｾｰｼﾞ自動消去日数 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日

ＤＤ 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
ﾒｯｾｰｼﾞ自動消去日数 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日

(1)留守録ﾎﾞｯｸｽ

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 001 002 003 004 005 006 007 008 009 010 011 012 013 014 015
D２ 0 なし
自動消去 1 あり

(2)内線ﾎﾞｯｸｽ

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 なし
自動消去 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 録音終了
録音 1 録音継続

(1)通話録音一時保存ﾎﾞｯｸｽ､留守録ﾎﾞｯｸｽ

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 000 001 002 003 004 005 006 007 008 009 010 011 012 013 014 015
D２ 0 古いﾒｯｾｰｼﾞから
再生順序 1 新しいﾒｯｾｰｼﾞから

(2)内線ﾎﾞｯｸｽ

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 古いﾒｯｾｰｼﾞから
再生順序 1 新しいﾒｯｾｰｼﾞから
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コマンド データ 初期値

＊

9167 ［ボックスの再生規制方法］ [留守録ﾎﾞｯｸｽ]
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入 2,1:内線番号,

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
[内線ﾎﾞｯｸｽ]
1,1:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ,

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

＊

9168 ［ ランプ／ ランプの消灯条件］ 0:ﾒｯｾｰｼﾞなし時ボックス再生

(1)留守録ﾎﾞｯｸｽ

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 001 002 003 004 005 006 007 008 009 010 011 012 013 014 015
D２ 内線から再生時の規制方法
D３ 外線から再生時の規制方法

(2)内線ﾎﾞｯｸｽ

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２ 内線から再生時の規制方法
D３ 外線から再生時の規制方法

D２ 内線から再生時の規制方法 D３ 外線から再生時の規制方法
1 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 1 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
2 内線番号 2 電話番号
3 内線番号+ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 3 電話番号+ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

Ｄ 0 1
消灯条件 ﾒｯｾｰｼﾞなし時 未再生ﾒｯｾｰｼﾞなし時
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9170 [留守録／応答メッセージの最大録音時間と録音可能残時間 ] 001,001:
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(001～120)を記入 1分,1分

＊

9171 ［外線お待たせメッセージ切断処理時の留守録用応答メッセージ］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(ﾒｯｾｰｼﾞ:下表参照)を記入

＊

9172 ［転送電話切断処理時の留守録用応答メッセージ］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(ﾒｯｾｰｼﾞ:下表参照)を記入

＊

9175 ［ボイスメモの用途］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:通常

＊

9177 ［自動オペレータ内線呼出時間］ 03:15秒

＊

9178 ［自動オペレータ話中／不応答後の無操作時の音声案内回数］ 1:1回

＊

9179 ［自動オペレータ無操作時の音声案内回数］ 1:1回

＊

9180 ［自動オペレータ無操作時の動作］ 0:回線切断

＊
9181 ［自動オペレータ（通常）の応答メッセージ］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(応答ﾒｯｾｰｼﾞ:下表参照)を記入

＊

9182 ［自動オペレータの運用方法］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:通常
(内線番号ﾀﾞｲﾔﾙ方式)

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 001 002 003 004 005 006 007 008 009 010 011 012 013 014 015
D２D２D２ ﾒｯｾｰｼﾞ

D０D０D０ D１D１D１

最大録音時間 録音可能残時間

00 01 02
D０D０ VMU回線番号

全回線 1 2
0 通常

D１ 1 自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ
用途

2 保留音

ＤＤ 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12
自動ｵﾍﾟﾚｰﾀ内線呼出時間 5秒 10秒 15秒 20秒 25秒 30秒 35秒 40秒 45秒 50秒 55秒 60秒

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
話中/不応答後の無操作時音声案内回数 0回 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
無操作時音声案内回数 0回 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回

Ｄ 0 1
無操作時の動作 回線切断 一般着信

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１ 応答ﾒｯｾｰｼﾞ

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D２ 0 通常(内線番号ﾀﾞｲﾔﾙ方式)
運用方法 1 簡易IVR

D２D２D２ 001～300 900
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

ﾒｯｾｰｼﾞ 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
(可変音源)

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 001 002 003 004 005 006 007 008 009 010 011 012 013 014 015
D２D２D２ ﾒｯｾｰｼﾞ

D２D２D２ 001～300 900
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

ﾒｯｾｰｼﾞ 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
(可変音源)

D１D１D１ 001～300 900
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

応答ﾒｯｾｰｼﾞ 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
(可変音源)
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (1/15： ﾃﾅﾝﾄ番号01) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

01 01
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (2/15：ﾃﾅﾝﾄ番号02) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

02 02
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (3/15： ﾃﾅﾝﾄ番号03) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

03 03
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (4/15：ﾃﾅﾝﾄ番号04) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

04 04
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (5/15： ﾃﾅﾝﾄ番号05) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

05 05
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (6/15：ﾃﾅﾝﾄ番号06) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

06 06
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (7/15： ﾃﾅﾝﾄ番号07) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

07 07
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)



84

ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (8/15：ﾃﾅﾝﾄ番号08) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

08 08
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)



85

ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (9/15： ﾃﾅﾝﾄ番号09) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

09 09
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (10/15：ﾃﾅﾝﾄ番号10) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

10 10
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)
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ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (11/15：ﾃﾅﾝﾄ番号11) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

11 11
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)



88

ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (12/15：ﾃﾅﾝﾄ番号12) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

12 12
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)



89

ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (13/15：ﾃﾅﾝﾄ番号13) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

13 13
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)



90

ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (14/15：ﾃﾅﾝﾄ番号14) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

14 14
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)



91

ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9183 ［簡易IVRのサービス登録］ (15/15：ﾃﾅﾝﾄ番号15) 000:機能なし
※D２D２D２:ﾃﾞｰﾀ(機能番号:下表参照)を記入､D３(D３D３):ﾃﾞｰﾀ(ｻｰﾋﾞｽ番号0～999)を記入

D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３) D０D０ D１D１D１ D２D２D２ D３(D３D３)
ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号 ﾃﾅﾝﾄ番号 項番 機能番号 ｻｰﾋﾞｽ番号

001 051
002 052
003 053
004 054
005 055
006 056

007 057
008 058
009 059
010 060
011 061

012 062
013 063

014 064
015 065

016 066
017 067
018 068

019 069
020 070
021 071

022 072
023 073
024 074
025 075

15 15
026 076
027 077

028 078

029 079
030 080
031 081

032 082
033 083
034 084
035 085

036 086
037 087
038 088

039 089
040 090

041 091
042 092
043 093
044 094

045 095

046 096
047 097

048 098
049 099
050 100

D２D２D２ 機能
000 機能なし
100 電話機呼出
101～107 電話機直接呼出
501～800 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
801～802 電話機ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～02)
821～835 ACDｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出(ｸﾞﾙｰﾌﾟ01～15)
899 応答ﾒｯｾｰｼﾞ再送
900 階層戻り(1階層前に戻る)



92

ボイスメモに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9184 ［自動オペレータ（簡易IVR）の応答メッセージ］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ
※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(応答ﾒｯｾｰｼﾞ:下表参照)を記入

＊

9190 ［留守録ボックスの音声案内付き再生の設定］ 0:なし
※空欄該当部分をﾏｰｸ

＊

9191 ［内線ボックスの音声案内付き再生の設定］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

9192 ［メッセージ再生一覧表示初期画面の設定］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

＊

9195 ［外線通話バックグラウンド録音の有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:なし

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 001 002 003 004 005 006 007 008 009 010 011 012 013 014 015
D２ 0 なし
音声案内 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
一覧表示 1 あり

D０D０ ﾃﾅﾝﾄ番号 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
D１D１D１ 応答ﾒｯｾｰｼﾞ

D１D１D１ 001～300 900
ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

応答ﾒｯｾｰｼﾞ 固定ﾒｯｾｰｼﾞ
(可変音源)

D０D０D０ 対象ﾎﾞｯｸｽ 101 102 103 104 105 106 107
D２ 0 なし
音声案内 1 あり

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ録音 1 あり



93

外部機器に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9200 ［ドアホン着信鳴動電話機（昼）］ ※空欄にD２D２D２のﾃﾞｰﾀ(鳴動電話機の収容位置)を記入 [全ﾄﾞｱﾎﾝ]
01-101､02-102､
03-103､04-104､
05～07-000

＊

9201 ［ドアホン着信鳴動電話機（夜）］ ※空欄にD２D２D２のﾃﾞｰﾀ(鳴動電話機の収容位置)を記入 [全ﾄﾞｱﾎﾝ]
01-101､02-102､
03-103､04-104､
05～07-000

＊

9202 ［ドアホン着信音の選択］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ ﾄﾞｱﾎﾝ ﾊﾟﾀｰﾝ
1:A － 0:A
2:B － 1:B

＊

9203 ［ドアホン着信鳴動時間］ ※空欄にD２のﾃﾞｰﾀ(電話機連続鳴動0:なし、1:あり)を記入 07,0:7秒,なし

＊

9204 ［ドアホン着信応答可能時間］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:20秒

＊

9205 ［オフフック中のドアホン着信鳴動］ 0:なし

＊

9206 ［ドアホン冒頭音の送出時間］ 2:4秒

＊

9207 ［ドアホン着信の内線着信音による鳴動］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:ﾄﾞｱﾎﾝ着信音

＊

9208 ［ドアホン種別］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:一般ﾄﾞｱﾎﾝ

＊

9209 ［ドアホン待機中状態］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:ﾗﾝﾌﾟ消灯

D１D１ 項番 01 02 03 04 05 06 07
D０ 1 A
ﾄﾞｱﾎﾝ 2 B

D１D１ 項番 01 02 03 04 05 06 07
D０ 1 A
ﾄﾞｱﾎﾝ 2 B

D１ 着信音ﾊﾟﾀｰﾝ 0(A) 1(B) 2(C) 3(D)
D０ 1 A

ﾄﾞｱﾎﾝ 2 B

D１D１ 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16
鳴動時間 2秒 3秒 4秒 5秒 6秒 7秒 8秒 9秒 10秒 11秒 12秒 13秒 14秒 15秒 16秒
D０ 1 A
ﾄﾞｱﾎﾝ 2 B

D１ 1 2 3 4 5 6 7 8 9

応答可能時間 20秒 25秒 30秒 35秒 40秒 45秒 50秒 55秒 60秒

D０ 1 A
ﾄﾞｱﾎﾝ 2 B

Ｄ 0 1

着信鳴動 なし あり

Ｄ 0 1 2 3
時間 機能なし 2秒 4秒 6秒

D０ 1 2

ﾄﾞｱﾎﾝ A B
0 一般ﾄﾞｱﾎﾝ

D１ 1 ﾃﾚﾋﾞﾄﾞｱﾎﾝ
種別

2 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ製ﾄﾞｱﾎﾝ
3 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ製ﾃﾚﾋﾞﾄﾞｱﾎﾝ 2-4版～

D０ 1 2

ﾄﾞｱﾎﾝ A B
D１ 0 ﾗﾝﾌﾟ消灯
状態 1 ﾗﾝﾌﾟ点灯

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ ﾄﾞｱﾎﾝ 0 ﾄﾞｱﾎﾝ着信音

着信音種類 1 内線着信音
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コマンド データ 初期値

＊

9210 ［ドアホン着信転送先］ 設定なし
※空欄に転送先電話番号を記入

＊

9211 ［ドアホン着信転送用の外線自動発信特番］ 0
※空欄該当部分に外線自動発信特番(0～9999)を記入

＊

9212 ［ドアホンの一般保留時間］ 0:2分

＊

9222 ［外部スピーカ呼出の冒頭音送出までの時間］ 1:1秒

＊

9223 ［外部スピーカ呼出の冒頭音／終了音選択］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 5,6:EXU(ﾋﾟﾝﾎﾟﾝ
ﾊﾟﾝﾎﾟﾝ上り),
EXU(ﾋﾟﾝﾎﾟﾝ
ﾊﾟﾝﾎﾟﾝ下り)

＊

9224 ［外部スピーカ、高音量ベルの鳴動対象電話機収容位置］ 000:設定なし
※空欄に対象電話機の収容位置を記入(設定なしは000)

＊

9225 ［外部スピーカ、高音量ベルの鳴動範囲］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:外線

＊

9226 ［外部スピーカの鳴動音の選択］ 0:A

A:880Hz/30Hz変調音
B:850Hz/16Hz変調音

＊

9228 ［電話機毎のチャイム音送出有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

9242 ［CTI出力データ選択］ 0:なし、または
共通電話帳名
称

＊

9245 ［ＣＴ Ｉ共通電話帳名称通知有無］ 0:なし

D０ D１ D２…D２

ﾄﾞｱﾎﾝ 項番 転送先電話番号
1

1 ﾄﾞｱﾎﾝA
2
1

2 ﾄﾞｱﾎﾝB
2

D０ 1 2

ﾄﾞｱﾎﾝ ﾄﾞｱﾎﾝA ﾄﾞｱﾎﾝB
D１ 1
項番 2

Ｄ 1 2 3 4 5 6 7
冒頭音送出までの時間 1秒 2秒 3秒 4秒 5秒 6秒 7秒

1:500Hz 2:1kHz 3:500Hz 4:1kHz 5:EXU 6:EXU
0:なし

断続音 断続音 連続音 連続音 (ﾋﾟﾝﾎﾟﾝﾊﾟﾝﾎﾟﾝ上り) (ﾋﾟﾝﾎﾟﾝﾊﾟﾝﾎﾟﾝ下り)

D０ 冒頭音
D１ 終了音

D０ 1 5 6
鳴動機器 外部ｽﾋﾟｰｶ1 高音量ﾍﾞﾙ1 高音量ﾍﾞﾙ2

D１ 0 外線
鳴動範囲 1 内線+外線

Ｄ 0 1 2

外部ｽﾋﾟｰｶ鳴動音 A B 保留音

D０ 1 5 6
鳴動機器 外部ｽﾋﾟｰｶ1 高音量ﾍﾞﾙ1 高音量ﾍﾞﾙ2
D１D１D１ 収容位置

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

一般保留時間 2分 10秒 20秒 30秒 40秒 50秒 60秒 70秒 80秒 90秒

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106
D２ 0 なし
送出有無 1 あり

Ｄ 0 1
なし、または共通電話帳名称

出力ﾃﾞｰﾀ選択 ﾎﾞｲｽﾜｰﾌﾟの転送元番号
(

＊

9245に従う)

Ｄ 0 1
共通電話帳名称通知 なし あり
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外部機器に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9250 ［リモコン端子の使用種別］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ [ﾘﾓｺﾝ1～2]
0:ﾘﾓｺﾝ

(外線ﾘﾓｰﾄ操作不可
自動戻りなし)

＊

9251 ［リモコンの自動戻り時間］ [ﾘﾓｺﾝ1～2]
0:1～2秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

9252 ［設定完了アナウンスの有無］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 3:あり
(ﾘﾓｰﾄ操作時+
特番操作時+
ﾎﾞﾀﾝ操作時)

＊

9253 ［リモコン設定時の設定完了アナウンス種別］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

9260 ［センサの設定］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ [ｾﾝｻ1～2]
1:ｾﾝｻ入力
[ｾﾝｻ3～4]
0:通常

＊

9261 ［センサの起動条件］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:ｼｮｰﾄ

＊

9262 ［センサ／ドアホンのリモコン連動］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 0:ﾘﾓｺﾝ連動なし

D２D２D２ 001～300 900
送出ﾒｯｾｰｼﾞの ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

固定ﾒｯｾｰｼﾞ
種類 (可変音源)

0 なし
Ｄ 1 あり(ﾘﾓｰﾄ操作時)

ｱﾅｳﾝｽ有無 2 あり(ﾘﾓｰﾄ操作時+特番操作時)
3 あり(ﾘﾓｰﾄ操作時+特番操作時+ﾎﾞﾀﾝ操作時)

D０ 1 2

対象ﾘﾓｺﾝ ﾘﾓｺﾝ1 ﾘﾓｺﾝ2
D１ 0 OFF時

区分 1 ON時

D０ 対象ﾘﾓｺﾝ 1 2
0 ﾘﾓｺﾝ(外線ﾘﾓｰﾄ操作不可､自動戻りなし)

D１ 1 ﾘﾓｺﾝ(外線ﾘﾓｰﾄ操作不可､自動戻りあり)
使用 2 ﾘﾓｺﾝ(外線ﾘﾓｰﾄ操作可､自動戻りなし)

種別 4 高音量ﾍﾞﾙ
7 ﾘﾓｺﾝ(外線ﾘﾓｰﾄ操作可、自動戻りあり)

D０ 1 2

対象ﾘﾓｺﾝ ﾘﾓｺﾝ1 ﾘﾓｺﾝ2
D１ 自動戻り時間(秒)

D１ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
自動戻り時間(秒) 1～2 2～3 3～4 4～5 5～6 6～7 7～8 8～9 9～10 10～11

D０ 1 2 3 4

ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)
D１ 0 ｼｮｰﾄ
起動条件 1 ｵｰﾌﾟﾝ

D０ 1 2 3 4

ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)
0 通常

D１ 1 ｾﾝｻ入力
用途

2 ｾﾝｻﾘｾｯﾄ

D０ 1 2 3 4
ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)

D１ 0 ﾘﾓｺﾝ連動なし
対象 1 ﾘﾓｺﾝ1
ﾘﾓｺﾝ 2 ﾘﾓｺﾝ2
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コマンド データ 初期値

＊

9263 ［センサ検出時の鳴動電話機］ [項番1～3]
※空欄に電話番号(外線の場合)または電話機収容位置等(内線の場合)を記入 設定なし

[項番4～6]
000:設定なし

＊

9264 ［センサ着信時の鳴動音］ 00:着信警報音

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

9265 ［センサ着信時の鳴動時間］ 1:60秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
＊

9266 ［センサ着信通知時のメッセージ］ 900:固定ﾒｯｾｰｼﾞ

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

9267 ［センサ着信時の通知メッセージ送出時間］ 1:8秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

D０ 1 2 3 4
ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)

D１ 鳴動時間

D１ 0 1 2 3

鳴動時間 30秒 60秒 120秒 5秒

D０ D１ D２…D２ｾﾝｻ番号
項番 鳴動電話機

(入力端子)
1(外線)
2(外線)

ｾﾝｻ1 3(外線)
1

(夜間切替) 4(内線)
5(内線)
6(内線)
1(外線)

2(外線)
ｾﾝｻ2 3(外線)

2
4(内線)
5(内線)
6(内線)
1(外線)

2(外線)
ｾﾝｻ3 3(外線)

3
(ﾄﾞｱﾎﾝB) 4(内線)

5(内線)
6(内線)
1(外線)

2(外線)
ｾﾝｻ4 3(外線)

4
(ﾄﾞｱﾎﾝA) 4(内線)

5(内線)

6(内線)

D０ 1 2 3 4

ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)
D１D１ 鳴動音

D０ 1 2 3 4
ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)

D１D１D１ 通知時のﾒｯｾｰｼﾞ

D１D１D１ 001～300 900
通知時の ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300

固定ﾒｯｾｰｼﾞ
ﾒｯｾｰｼﾞ (可変音源)

D０ 1 2 3 4
ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)
D１ ﾒｯｾｰｼﾞ送出時間

D１ 0 1 2 3

ﾒｯｾｰｼﾞ送出時間 4秒 8秒 12秒 16秒

D１D１ 00 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52
着信音 着信音 着信音 着信音 着信音

鳴動音 着信警報音 11～17 21～27 31～37 41～47 51～52
(IR) (SIR) (120INT) (240INT/30INT) (ﾒﾛﾃﾞｨ1～2)
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コマンド データ 初期値

＊

9268 ［センサ着信時の音声メッセージ着信］ 000:着信音
(

＊
9264)

＊

9269 ［センサ着信不応答時のリトライ間隔］ 1:1分

＊

9270 ［センサ検出の夜間切替連動］ ※空欄にﾃﾅﾝﾄ番号(O:連動なし,01～15)を記入 0:連動なし

＊

9271 ［センサ夜間連動時のセンサ遅延タイマ］ 0:10秒

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

9272 ［センサ夜間連動時のセンサ遅延タイマ（発信時）］ 0:

＊

9271と共通

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

9273 ［センサ毎の不在時自動ハンズフリー連動電話機］ 000:連動なし
※空欄に連動電話機の収容位置(101～106､連動なしは000)を記入

＊

9274 ［センサ着信外線通知発信用の外線自動発信特番］ 0
※空欄該当部分に外線自動発信特番(0～9999)を記入

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入
D１D１D１ 000 001～300 900

着信音 ｼｽﾃﾑ応答ﾒｯｾｰｼﾞ001～300
着信音 固定ﾒｯｾｰｼﾞ

(

＊

9264) (可変音源)

D０ 1 2 3 4
ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)
D１D１D１ 着信音

Ｄ 1 2 3 4 5 6 7 8 9
ﾘﾄﾗｲ間隔 1分 2分 3分 4分 5分 6分 7分 8分 9分

D０ 1 2 3 4
ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)

D１D１ ﾃﾅﾝﾄ番号

D０ 1 2 3 4
ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)
D１ 遅延ﾀｲﾏ

D１ 0 1 2 3 4 5 6
遅延ﾀｲﾏ 10秒 20秒 30秒 1分 2分 4分 なし

D０ 1 2 3 4

ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)
D１ 遅延ﾀｲﾏ

D１ 0 1 2 3 4 5 6 7
遅延ﾀｲﾏ

＊

9271と共通 10秒 20秒 30秒 40秒 50秒 60秒 なし

D０ 1 2 3 4
ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)

D１D１D１ 収容位置

D０ 1 2 3 4
ｾﾝｻ番号(入力端子) ｾﾝｻ1(夜間切替) ｾﾝｻ2 ｾﾝｻ3(ﾄﾞｱﾎﾝB) ｾﾝｻ4(ﾄﾞｱﾎﾝA)
D１ 1

項番 2
3
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コマンド データ 初期値

＊

9300 ［課金用電話番号の設定］ ※空欄に電話番号(10～11桁)を記入 0:設定なし

＊

9301 ［課金グループの設定］ 00:事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ00
※空欄にｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ00～01、客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ31)を記入

＊

9302 ［外線別料金管理の設定］ ※空欄該当部分をﾏｰｸ 1:あり

＊

9303 ［国内の単位通話料金］ ※空欄に単位料金D２D２(00:なし､01:1円～99:99円)を記入 [課金ﾃｰﾌﾞﾙ1,2]
1-09:市内9円
2-10:県内市外10円
3-10:県間市外10円
[課金ﾃｰﾌﾞﾙ3]
1-08:市内8円
2-08:県内市外8円
3-15:県間市外15円
[課金ﾃｰﾌﾞﾙ4]
1-08:市内8円
2-08:県内市外8円
3-08:県間市外8円

＊

9304 ［国内の単位通話料金(客室グループ)］ [課金ﾃｰﾌﾞﾙ1,2,4]
※空欄に単位料金D２D２(00:なし､01:1円～99:99円)を記入 1-10:市内10円

2-10:県内市外10円
3-10:県間市外10円
[課金ﾃｰﾌﾞﾙ3]
1-10:市内10円
2-10:県内市外10円
3-15:県間市外15円

＊

9305 ［外線転送時の料金加算方式］ 0:継続方式

＊

9306 ［課金から削除するプレダイヤル］ ※空欄に削除するﾌﾟﾚﾀﾞｲﾔﾙを記入 項番1=184
項番2=186
項番3～8=

設定なし

＊

9307 ［タイミングリバース対象外線種別とタイミングリバース開始までの時間］ 0,00:特定番号,
機能なし

D０D０D０ 収容位置 101 102 103 104 105 106 107
D２D２ ｸﾞﾙｰﾌﾟ

D０D０ 外線番号 01 02
D２ 0 なし
料金管理 1 あり

Ｄ･･･Ｄ
課金用電話番号

D１ 1 2 3
通話区分 市内 県内市外 県間市外

1
D０ 2
課金ﾃｰﾌﾞﾙ番号

3
4

D０ D１(D１D１D１) D０ D１(D１D１D１)
項番 削除するﾌﾟﾚﾀﾞｲﾔﾙ 項番 削除するﾌﾟﾚﾀﾞｲﾔﾙ
1 5

2 6
3 7

4 8

D１D１ 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
時間 機能なし 2秒 4秒 6秒 8秒 10秒 12秒 14秒 16秒 18秒 20秒 22秒 24秒 26秒 28秒 30秒

D０ 0 1 2

外線種別 特定番号 PBX NTT､PBX､CES

D１ 1 2 3

通話区分 市内 県内市外 県間市外
1

D０ 2
課金ﾃｰﾌﾞﾙ番号

3
4

Ｄ 0 1
料金加算方式 継続方式 再ｽﾀｰﾄ方式
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コマンド データ 初期値

＊

9308 ［強制タイミングリバースのダイヤル設定］ 項番01=104
項番02=0120
項番03=0800
項番04～16=

設定なし

＊

9309 ［ ISDN外線／IP外線の強制タイミングリバースのダイヤル設定］ 項番01=104
項番02=0120
項番03=0800
項番04～16=

設定なし

＊

9310 ［割引料金適用日］ ※空欄に適用月日を記入 項番01=01,01,0
項番02=01,02,1
項番03=01,03,1
項番04=02,11,0
項番05=04,29,0
項番06=05,03,0
項番07=05,04,0
項番08=05,05,0
項番09=11,03,0
項番10=11,23,0
項番11=12,23,0
項番12～20=

設定なし

＊

9312 ［予算オーバー発信規制のサービスクラス］ 0:機能なし

＊

9313 ［待機時の予算使用率表示機能］ 0:なし

＊

9314 ［超過料金アラームの有無と料金設定］ ※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(0001～9999)を記入 0000:機能なし

D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１)
項番 対象ﾀﾞｲﾔﾙ 項番 対象ﾀﾞｲﾔﾙ
01 09
02 10

03 11
04 12
05 13
06 14
07 15

08 16

D０D０ D１D１ D２D２ D３ 祝日/平日 D０D０ D１D１ D２D２ D３ 祝日/平日
項番 月 日 0 1 項番 月 日 0 1

01 祝日 平日 11 祝日 平日
02 祝日 平日 12 祝日 平日

03 祝日 平日 13 祝日 平日
04 祝日 平日 14 祝日 平日
05 祝日 平日 15 祝日 平日

06 祝日 平日 16 祝日 平日
07 祝日 平日 17 祝日 平日
08 祝日 平日 18 祝日 平日

09 祝日 平日 19 祝日 平日
10 祝日 平日 20 祝日 平日

Ｄ 0 1 2 3 4 5 6 7
予算ｵｰﾊﾞｰ後のｻｰﾋﾞｽｸﾗｽ 機能なし B C D E F G 電話機毎

Ｄ 0 1
表示 なし あり

ＤＤＤＤ 0000 0001～9999
超過料金 機能なし 円

D０D０ D１(D１…D１) D０D０ D１(D１…D１)
項番 対象ﾀﾞｲﾔﾙ 項番 対象ﾀﾞｲﾔﾙ
01 09

02 10
03 11
04 12

05 13
06 14
07 15
08 16
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9315 ［国内通話の課金基本秒数］ ※空欄にD３D３D３のﾃﾞｰﾀ(秒数の2倍)を記入 下表による

D０ 課金ﾃｰﾌﾞﾙ番号 1 2 3 4
D２ 時間帯 1:昼 2:夜 3:深夜 1:昼 2:夜 3:深夜 1:昼 2:夜 3:深夜 1:昼 2:夜 3:深夜

01 市内
02 隣接

03 県 20～
04 内 30～

D１D１ 05 市 60～
06 外 100～

距離 07 170～

区分 08 隣接
09 県 20～
10 間 30～
11 市 60～
12 外 100～
13 170～

[課金テーブル：距離区分と初期値]

通話 課金ﾃｰﾌﾞﾙ1 課金ﾃｰﾌﾞﾙ2 課金ﾃｰﾌﾞﾙ3 課金ﾃｰﾌﾞﾙ4
距離区分 距離(km)

区分 昼 夜 深夜 昼 夜 深夜 昼 夜 深夜 昼 夜 深夜
市内 01 － 360 360 480 360 360 480 360 360 360 360 360 360

02 隣接～20 180 180 240 180 180 240 360 360 360 360 360 360
県 03 20～30 120 150 180 120 150 180 360 360 360 360 360 360
内 04 30～60 120 150 180 120 150 180 360 360 360 360 360 360
市 05 60～100 090 120 180 090 120 180 360 360 360 360 360 360
外 06 100～170 090 120 180 090 120 180 360 360 360 360 360 360

07 170～ 090 120 180 090 120 180 360 360 360 360 360 360
08 隣接～20 180 180 240 180 180 240 360 360 360 360 360 360

県 09 20～30 120 120 150 120 120 150 360 360 360 360 360 360
間 10 30～60 090 120 150 090 120 150 360 360 360 360 360 360
市 11 60～100 060 090 120 060 090 120 360 360 360 360 360 360
外 12 100～170 045 052 090 045 060 090 360 360 360 360 360 360

13 170～ 045 052 090 045 052 090 360 360 360 360 360 360
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9316 ［定額課金／簡易トランスレータのダイヤルと一通話の使用料金］（1/2：項番001～080） 下表による
※空欄に1通話の料金およびﾀﾞｲﾔﾙの設定ﾃﾞｰﾀを記入

[一通話の料金とダイヤルの初期値]

1通話の料金 1通話の料金 1通話の料金
項番 ﾀﾞｲﾔﾙ 項番 ﾀﾞｲﾔﾙ 項番 ﾀﾞｲﾔﾙ

(事務/客室) (事務/客室) (事務/客室)
001 000/000 177 021 000/000 00360704 041 000/000 00770703
002 000/000 117 022 000/000 00360707 042 000/000 00770704
003 000/000 0120 023 000/000 00360708 043 000/000 00770707
004 000/000 0800 024 000/000 00360709 044 000/000 00770708
005 000/000 050 025 000/000 00390701 045 000/000 00770709
006 000/000 0036080 026 000/000 00390702 046 000/000 00880701
007 000/000 0036090 027 000/000 00390703 047 000/000 00880702
008 000/000 0039080 028 000/000 00390704 048 000/000 00880703
009 000/000 0039090 029 000/000 00390707 049 000/000 00880704
010 000/000 0033080 030 000/000 00390708 050 000/000 00880707
011 000/000 0033090 031 000/000 00390709 051 000/000 00880708
012 000/000 0077080 032 000/000 00330701 052 000/000 00880709
013 000/000 0077090 033 000/000 00330702 053 000/000 0701
014 000/000 0088080 034 000/000 00330703 054 000/000 0702
015 000/000 0088090 035 000/000 00330704 055 000/000 0703
016 000/000 080 036 000/000 00330707 056 000/000 0704
017 000/000 090 037 000/000 00330708 057 000/000 0707
018 000/000 00360701 038 000/000 00330709 058 000/000 0708
019 000/000 00360702 039 000/000 00770701 059 000/000 0709
020 000/000 00360703 040 000/000 00770702 060 010/010 070

061～160 000/000 設定なし

D１D１D１ D２D２D２ D ３… D３D０D０D０ 事務ｸ゙ ﾙー ﾌﾟ 客室ｸ゙ ﾙー ﾌﾟ
項 番 ﾀﾞ ｲ ﾔ ﾙ

料金 料金
0 0 1
0 0 2
0 0 3
0 0 4
0 0 5
0 0 6
0 0 7
0 0 8
0 0 9
0 1 0
0 1 1
0 1 2
0 1 3
0 1 4
0 1 5
0 1 6
0 1 7
0 1 8
0 1 9
0 2 0
0 2 1
0 2 2
0 2 3
0 2 4
0 2 5
0 2 6
0 2 7
0 2 8
0 2 9
0 3 0
0 3 1
0 3 2
0 3 3
0 3 4
0 3 5
0 3 6
0 3 7
0 3 8
0 3 9
0 4 0

D１D１D１ D２D２D２ D ３… D３D０D０D０ 事務ｸ゙ ﾙー ﾌﾟ 客室ｸ゙ ﾙー ﾌﾟ
項 番 ﾀﾞ ｲ ﾔ ﾙ

料金 料金
0 4 1
0 4 2
0 4 3
0 4 4
0 4 5
0 4 6
0 4 7
0 4 8
0 4 9
0 5 0
0 5 1
0 5 2
0 5 3
0 5 4
0 5 5
0 5 6
0 5 7
0 5 8
0 5 9
0 6 0
0 6 1
0 6 2
0 6 3
0 6 4
0 6 5
0 6 6
0 6 7
0 6 8
0 6 9
0 7 0
0 7 1
0 7 2
0 7 3
0 7 4
0 7 5
0 7 6
0 7 7
0 7 8
0 7 9
0 8 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9316 ［定額課金／簡易トランスレータのダイヤルと一通話の使用料金］（2/2：項番081～160） 下表による
※空欄に1通話の料金およびﾀﾞｲﾔﾙの設定ﾃﾞｰﾀを記入

[一通話の料金とダイヤルの初期値]

1通話の料金 1通話の料金 1通話の料金
項番 ﾀﾞｲﾔﾙ 項番 ﾀﾞｲﾔﾙ 項番 ﾀﾞｲﾔﾙ

(事務/客室) (事務/客室) (事務/客室)
001 000/000 177 021 000/000 00360704 041 000/000 00770703
002 000/000 117 022 000/000 00360707 042 000/000 00770704
003 000/000 0120 023 000/000 00360708 043 000/000 00770707
004 000/000 0800 024 000/000 00360709 044 000/000 00770708
005 000/000 050 025 000/000 00390701 045 000/000 00770709
006 000/000 0036080 026 000/000 00390702 046 000/000 00880701
007 000/000 0036090 027 000/000 00390703 047 000/000 00880702
008 000/000 0039080 028 000/000 00390704 048 000/000 00880703
009 000/000 0039090 029 000/000 00390707 049 000/000 00880704
010 000/000 0033080 030 000/000 00390708 050 000/000 00880707
011 000/000 0033090 031 000/000 00390709 051 000/000 00880708
012 000/000 0077080 032 000/000 00330701 052 000/000 00880709
013 000/000 0077090 033 000/000 00330702 053 000/000 0701
014 000/000 0088080 034 000/000 00330703 054 000/000 0702
015 000/000 0088090 035 000/000 00330704 055 000/000 0703
016 000/000 080 036 000/000 00330707 056 000/000 0704
017 000/000 090 037 000/000 00330708 057 000/000 0707
018 000/000 00360701 038 000/000 00330709 058 000/000 0708
019 000/000 00360702 039 000/000 00770701 059 000/000 0709
020 000/000 00360703 040 000/000 00770702 060 010/010 070

061～160 000/000 設定なし

D１D１D１ D２D２D２ D ３… D３D０D０D０ 事務ｸ゙ ﾙー ﾌﾟ 客室ｸ゙ ﾙー ﾌﾟ
項 番 ﾀﾞ ｲ ﾔ ﾙ

料金 料金
0 8 1
0 8 2
0 8 3
0 8 4
0 8 5
0 8 6
0 8 7
0 8 8
0 8 9
0 9 0
0 9 1
0 9 2
0 9 3
0 9 4
0 9 5
0 9 6
0 9 7
0 9 8
0 9 9
1 0 0
1 0 1
1 0 2
1 0 3
1 0 4
1 0 5
1 0 6
1 0 7
1 0 8
1 0 9
1 1 0
1 1 1
1 1 2
1 1 3
1 1 4
1 1 5
1 1 6
1 1 7
1 1 8
1 1 9
1 2 0

D１D１D１ D２D２D２ D ３… D３D０D０D０ 事務ｸ゙ ﾙー ﾌﾟ 客室ｸ゙ ﾙー ﾌﾟ
項 番 ﾀ ﾞ ｲ ﾔ ﾙ

料金 料金
1 2 1
1 2 2
1 2 3
1 2 4
1 2 5
1 2 6
1 2 7
1 2 8
1 2 9
1 3 0
1 3 1
1 3 2
1 3 3
1 3 4
1 3 5
1 3 6
1 3 7
1 3 8
1 3 9
1 3 0
1 4 1
1 4 2
1 4 3
1 4 4
1 4 5
1 4 6
1 4 7
1 4 8
1 4 9
1 5 0
1 5 1
1 5 2
1 5 3
1 5 4
1 5 5
1 5 6
1 5 7
1 5 8
1 5 9
1 6 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9317 ［簡易トランスレータの課金基本秒数］ ※空欄にD２D２D２のﾃﾞｰﾀ(秒数の2倍)を記入 下表による

D０D０D０ D１ 時間帯 D０D０D０ D１ 時間帯
項番 1:昼 2:夜 3:深夜 項番 1:昼 2:夜 3:深夜
001 041
002 042

003 043
004 044
005 045
006 046
007 047

008 048
009 049
010 050
011 051
012 052
013 053

014 054
015 055
016 056

017 057
018 058
019 059
020 060
021 061

022 062

023 063
024 064
025 065

026 066
027 067
028 068

029 069
030 070

031 071
032 072
033 073

034 074
035 075
036 076

037 077
038 078

039 079
040 080

D０D０D０ D１ 時間帯 D０D０D０ D１ 時間帯
項番 1:昼 2:夜 3:深夜 項番 1:昼 2:夜 3:深夜
081 121
082 122

083 123
084 124
085 125
086 126
087 127

088 128
089 129
090 130
091 131
092 132
093 133

094 134
095 135
096 136

097 137
098 138
099 139
100 140
101 141

102 142

103 143
104 144
105 145

106 146
107 147
108 148

109 149
110 150

111 151
112 152
113 153

114 154
115 155
116 156

117 157
118 158

119 159
120 160

[課金基本秒数の初期値]

課金基本秒数(秒×2) 課金基本秒数(秒×2) 課金基本秒数(秒×2)
項番 項番 項番

昼 夜 深夜 昼 夜 深夜 昼 夜 深夜
001 360 360 480 021 120 120 120 041 120 120 120
002 360 360 480 022 120 120 120 042 120 120 120
003 000 000 000 023 120 120 120 043 120 120 120
004 000 000 000 024 120 120 120 044 120 120 120
005 360 360 360 025 120 120 120 045 120 120 120
006 120 120 120 026 120 120 120 046 120 120 120
007 120 120 120 027 120 120 120 047 120 120 120
008 120 120 120 028 120 120 120 048 120 120 120
009 120 120 120 029 120 120 120 049 120 120 120
010 060 060 060 030 120 120 120 050 120 120 120
011 060 060 060 031 120 120 120 051 120 120 120
012 120 120 120 032 060 060 060 052 120 120 120
013 120 120 120 033 060 060 060 053 052 052 060
014 120 120 120 034 060 060 060 054 052 052 060
015 120 120 120 035 060 060 060 055 052 052 060
016 052 052 060 036 060 060 060 056 052 052 060
017 052 052 060 037 060 060 060 057 052 052 060
018 120 120 120 038 060 060 060 058 052 052 060
019 120 120 120 039 120 120 120 059 052 052 060
020 120 120 120 040 120 120 120 060 030 040 052

061～160 000 000 000
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9318 ［簡易トランスレータの単位通話料金] ※空欄に単位通話料金(00：0円/01:1円～99:99円)を記入 下表による

D０D０D０ 項番 001 002 003 004 005 006 007 008 009 010 011 012 013 014 015 016
D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金
D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D０D０D０ 項番 017 018 019 020 021 022 023 024 025 026 027 028 029 030 031 032
D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金
D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D０D０D０ 項番 033 034 035 036 037 038 039 040 041 042 043 044 045 046 047 048
D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D０D０D０ 項番 049 050 051 052 053 054 055 056 057 058 059 060 061 062 063 064
D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D０D０D０ 項番 065 066 067 068 069 070 071 072 073 074 075 076 077 078 079 080

D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金
D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D０D０D０ 項番 081 082 083 084 085 086 087 088 089 090 091 092 093 094 095 096
D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金
D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D０D０D０ 項番 097 098 099 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112
D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D０D０D０ 項番 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128
D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金
D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D０D０D０ 項番 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144
D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

D０D０D０ 項番 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155 156 157 158 159 160

D１D１ 事務ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金
D２D２ 客室ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位料金

[単位通話料金の初期値]

単位通話料金 単位通話料金 単位通話料金
項番 項番 項番

(事務/客室) (事務/客室) (事務/客室)
001 09/10 021 17/20 041 17/20
002 09/10 022 17/20 042 17/20
003 00/00 023 17/20 043 17/20
004 00/00 024 17/20 044 17/20
005 11/12 025 17/20 045 17/20
006 17/20 026 17/20 046 17/20
007 17/20 027 17/20 047 17/20
008 17/20 028 17/20 048 17/20
009 17/20 029 17/20 049 17/20
010 08/10 030 17/20 050 17/20
011 08/10 031 17/20 051 17/20
012 17/20 032 08/10 052 17/20
013 17/20 033 08/10 053 10/12
014 17/20 034 08/10 054 10/12
015 17/20 035 08/10 055 10/12
016 10/12 036 08/10 056 10/12
017 10/12 037 08/10 057 10/12
018 17/20 038 08/10 058 10/12
019 17/20 039 17/20 059 10/12
020 17/20 040 17/20 060 10/12

061～160 00/00
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9319 ［課金の昼夜切替時間帯］ ※D０(種別)毎にD３のﾃﾞｰﾀ(1:昼,2:夜,3:深夜)を記入 平日,土曜,休日共、
NTTの切替時刻と同じD０ 種別 D０ 種別

D１D１ D２ D１D１ D２切替時刻 0 1 2 切替時刻 0 1 2
時 分 時 分

平日 土曜 休日 平日 土曜 休日
0時00分 00 0 12時00分 12 0

0時30分 00 1 12時30分 12 1
1時00分 01 0 13時00分 13 0
1時30分 01 1 13時30分 13 1
2時00分 02 0 14時00分 14 0
2時30分 02 1 14時30分 14 1

3時00分 03 0 15時00分 15 0
3時30分 03 1 15時30分 15 1
4時00分 04 0 16時00分 16 0
4時30分 04 1 16時30分 16 1
5時00分 05 0 17時00分 17 0
5時30分 05 1 17時30分 17 1

6時00分 06 0 18時00分 18 0
6時30分 06 1 18時30分 18 1
7時00分 07 0 19時00分 19 0

7時30分 07 1 19時30分 19 1
8時00分 08 0 20時00分 20 0
8時30分 08 1 20時30分 20 1
9時00分 09 0 21時00分 21 0
9時30分 09 1 21時30分 21 1

10時00分 10 0 22時00分 22 0

10時30分 10 1 22時30分 22 1
11時00分 11 0 23時00分 23 0
11時30分 11 1 23時30分 23 1
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9320 ［国番号の設定］（1/2：項番001～200） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に国番号を記入 参照

D０D０D０ D１(D１…D１) D０D０D０ D１(D１…D１) D０D０D０ D１(D１…D１) D０D０D０ D１(D１…D１)

項番 国番号 項番 国番号 項番 国番号 項番 国番号
001 051 101 151

002 052 102 152
003 053 103 153
004 054 104 154
005 055 105 155
006 056 106 156
007 057 107 157

008 058 108 158
009 059 109 159

010 060 110 160
011 061 111 161
012 062 112 162

013 063 113 163
014 064 114 164
015 065 115 165
016 066 116 166
017 067 117 167
018 068 118 168

019 069 119 169
020 070 120 170
021 071 121 171
022 072 122 172

023 073 123 173
024 074 124 174
025 075 125 175

026 076 126 176
027 077 127 177
028 078 128 178

029 079 129 179
030 080 130 180

031 081 131 181
032 082 132 182
033 083 133 183

034 084 134 184
035 085 135 185

036 086 136 186
037 087 137 187

038 088 138 188
039 089 139 189

040 090 140 190
041 091 141 191

042 092 142 192
043 093 143 193

044 094 144 194
045 095 145 195
046 096 146 196

047 097 147 197
048 098 148 198
049 099 149 199
050 100 150 200
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9320 ［国番号の設定］（2/2：項番201～300） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に国番号を記入 参照

D０D０D０ D１(D１…D１) D０D０D０ D１(D１…D１) D０D０D０ D１(D１…D１) D０D０D０ D１(D１…D１)

項番 国番号 項番 国番号 項番 国番号 項番 国番号
201 226 251 276

202 227 252 277
203 228 253 278
204 229 254 279
205 230 255 280
206 231 256 281
207 232 257 282

208 233 258 283
209 234 259 284

210 235 260 285
211 236 261 286
212 237 262 287

213 238 263 288
214 239 264 289
215 240 265 290
216 241 266 291
217 242 267 292
218 243 268 293

219 244 269 294
220 245 270 295
221 246 271 296
222 247 272 297

223 248 273 298
224 249 274 299
225 250 275 300
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9321 ［国際通話料金の設定（課金テーブル1）］（ 1/3：項番001～100） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

00 1 0 5 1
0 0 2 0 5 2
0 0 3 0 5 3
0 0 4 0 5 4
0 0 5 0 5 5
0 0 6 0 5 6
0 0 7 0 5 7
0 0 8 0 5 8
0 0 9 0 5 9
0 1 0 0 6 0
0 1 1 0 6 1
0 1 2 0 6 2
0 1 3 0 6 3
0 1 4 0 6 4
0 1 5 0 6 5
0 1 6 0 6 6
0 1 7 0 6 7
0 1 8 0 6 8
0 1 9 0 6 9
0 2 0 0 7 0
0 2 1 0 7 1
0 2 2 0 7 2
0 2 3 0 7 3
0 2 4 0 7 4
0 2 5 0 7 5
0 2 6 0 7 6
0 2 7 0 7 7
0 2 8 0 7 8
0 2 9 0 7 9
0 3 0 0 8 0
0 3 1 0 8 1
0 3 2 0 8 2
0 3 3 0 8 3
0 3 4 0 8 4
0 3 5 0 8 5
0 3 6 0 8 6
0 3 7 0 8 7
0 3 8 0 8 8
0 3 9 0 8 9
0 4 0 0 9 0
0 4 1 0 9 1
0 4 2 0 9 2
0 4 3 0 9 3
0 4 4 0 9 4
0 4 5 0 9 5
0 4 6 0 9 6
0 4 7 0 9 7
0 4 8 0 9 8
0 4 9 0 9 9
0 5 0 1 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9321 ［国際通話料金の設定（課金テーブル1）］ （2/3：項番101～200） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の単位 の単位 の単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の単 位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

10 1 1 5 1
1 0 2 1 5 2
1 0 3 1 5 3
1 0 4 1 5 4
1 0 5 1 5 5
1 0 6 1 5 6
1 0 7 1 5 7
1 0 8 1 5 8
1 0 9 1 5 9
1 1 0 1 6 0
1 1 1 1 6 1
1 1 2 1 6 2
1 1 3 1 6 3
1 1 4 1 6 4
1 1 5 1 6 5
1 1 6 1 6 6
1 1 7 1 6 7
1 1 8 1 6 8
1 1 9 1 6 9
1 2 0 1 7 0
1 2 1 1 7 1
1 2 2 1 7 2
1 2 3 1 7 3
1 2 4 1 7 4
1 2 5 1 7 5
1 2 6 1 7 6
1 2 7 1 7 7
1 2 8 1 7 8
1 2 9 1 7 9
1 3 0 1 8 0
1 3 1 1 8 1
1 3 2 1 8 2
1 3 3 1 8 3
1 3 4 1 8 4
1 3 5 1 8 5
1 3 6 1 8 6
1 3 7 1 8 7
1 3 8 1 8 8
1 3 9 1 8 9
1 4 0 1 9 0
1 4 1 1 9 1
1 4 2 1 9 2
1 4 3 1 9 3
1 4 4 1 9 4
1 4 5 1 9 5
1 4 6 1 9 6
1 4 7 1 9 7
1 4 8 1 9 8
1 4 9 1 9 9
1 5 0 2 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9321 ［国際通話料金の設定（課金テーブル1）］（ 3/3：項番201～300） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

20 1 2 5 1
2 0 2 2 5 2
2 0 3 2 5 3
2 0 4 2 5 4
2 0 5 2 5 5
2 0 6 2 5 6
2 0 7 2 5 7
2 0 8 2 5 8
2 0 9 2 5 9
2 1 0 2 6 0
2 1 1 2 6 1
2 1 2 2 6 2
2 1 3 2 6 3
2 1 4 2 6 4
2 1 5 2 6 5
2 1 6 2 6 6
2 1 7 2 6 7
2 1 8 2 6 8
2 1 9 2 6 9
2 2 0 2 7 0
2 2 1 2 7 1
2 2 2 2 7 2
2 2 3 2 7 3
2 2 4 2 7 4
2 2 5 2 7 5
2 2 6 2 7 6
2 2 7 2 7 7
2 2 8 2 7 8
2 2 9 2 7 9
2 3 0 2 8 0
2 3 1 2 8 1
2 3 2 2 8 2
2 3 3 2 8 3
2 3 4 2 8 4
2 3 5 2 8 5
2 3 6 2 8 6
2 3 7 2 8 7
2 3 8 2 8 8
2 3 9 2 8 9
2 4 0 2 9 0
2 4 1 2 9 1
2 4 2 2 9 2
2 4 3 2 9 3
2 4 4 2 9 4
2 4 5 2 9 5
2 4 6 2 9 6
2 4 7 2 9 7
2 4 8 2 9 8
2 4 9 2 9 9
2 5 0 3 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9322 ［国際通話料金の設定（課金テーブル2）］ （ 1/3：項番001～100） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の単位 の単位 の単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の単 位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

00 1 0 5 1
0 0 2 0 5 2
0 0 3 0 5 3
0 0 4 0 5 4
0 0 5 0 5 5
0 0 6 0 5 6
0 0 7 0 5 7
0 0 8 0 5 8
0 0 9 0 5 9
0 1 0 0 6 0
0 1 1 0 6 1
0 1 2 0 6 2
0 1 3 0 6 3
0 1 4 0 6 4
0 1 5 0 6 5
0 1 6 0 6 6
0 1 7 0 6 7
0 1 8 0 6 8
0 1 9 0 6 9
0 2 0 0 7 0
0 2 1 0 7 1
0 2 2 0 7 2
0 2 3 0 7 3
0 2 4 0 7 4
0 2 5 0 7 5
0 2 6 0 7 6
0 2 7 0 7 7
0 2 8 0 7 8
0 2 9 0 7 9
0 3 0 0 8 0
0 3 1 0 8 1
0 3 2 0 8 2
0 3 3 0 8 3
0 3 4 0 8 4
0 3 5 0 8 5
0 3 6 0 8 6
0 3 7 0 8 7
0 3 8 0 8 8
0 3 9 0 8 9
0 4 0 0 9 0
0 4 1 0 9 1
0 4 2 0 9 2
0 4 3 0 9 3
0 4 4 0 9 4
0 4 5 0 9 5
0 4 6 0 9 6
0 4 7 0 9 7
0 4 8 0 9 8
0 4 9 0 9 9
0 5 0 1 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9322 ［国際通話料金の設定（課金テーブル2）］ （2/3：項番101～200） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

10 1 1 5 1
1 0 2 1 5 2
1 0 3 1 5 3
1 0 4 1 5 4
1 0 5 1 5 5
1 0 6 1 5 6
1 0 7 1 5 7
1 0 8 1 5 8
1 0 9 1 5 9
1 1 0 1 6 0
1 1 1 1 6 1
1 1 2 1 6 2
1 1 3 1 6 3
1 1 4 1 6 4
1 1 5 1 6 5
1 1 6 1 6 6
1 1 7 1 6 7
1 1 8 1 6 8
1 1 9 1 6 9
1 2 0 1 7 0
1 2 1 1 7 1
1 2 2 1 7 2
1 2 3 1 7 3
1 2 4 1 7 4
1 2 5 1 7 5
1 2 6 1 7 6
1 2 7 1 7 7
1 2 8 1 7 8
1 2 9 1 7 9
1 3 0 1 8 0
1 3 1 1 8 1
1 3 2 1 8 2
1 3 3 1 8 3
1 3 4 1 8 4
1 3 5 1 8 5
1 3 6 1 8 6
1 3 7 1 8 7
1 3 8 1 8 8
1 3 9 1 8 9
1 4 0 1 9 0
1 4 1 1 9 1
1 4 2 1 9 2
1 4 3 1 9 3
1 4 4 1 9 4
1 4 5 1 9 5
1 4 6 1 9 6
1 4 7 1 9 7
1 4 8 1 9 8
1 4 9 1 9 9
1 5 0 2 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9322 ［国際通話料金の設定（課金テーブル2）］ （ 3/3：項番201～300） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の単位 の単位 の単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の単 位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

20 1 2 5 1
2 0 2 2 5 2
2 0 3 2 5 3
2 0 4 2 5 4
2 0 5 2 5 5
2 0 6 2 5 6
2 0 7 2 5 7
2 0 8 2 5 8
2 0 9 2 5 9
2 1 0 2 6 0
2 1 1 2 6 1
2 1 2 2 6 2
2 1 3 2 6 3
2 1 4 2 6 4
2 1 5 2 6 5
2 1 6 2 6 6
2 1 7 2 6 7
2 1 8 2 6 8
2 1 9 2 6 9
2 2 0 2 7 0
2 2 1 2 7 1
2 2 2 2 7 2
2 2 3 2 7 3
2 2 4 2 7 4
2 2 5 2 7 5
2 2 6 2 7 6
2 2 7 2 7 7
2 2 8 2 7 8
2 2 9 2 7 9
2 3 0 2 8 0
2 3 1 2 8 1
2 3 2 2 8 2
2 3 3 2 8 3
2 3 4 2 8 4
2 3 5 2 8 5
2 3 6 2 8 6
2 3 7 2 8 7
2 3 8 2 8 8
2 3 9 2 8 9
2 4 0 2 9 0
2 4 1 2 9 1
2 4 2 2 9 2
2 4 3 2 9 3
2 4 4 2 9 4
2 4 5 2 9 5
2 4 6 2 9 6
2 4 7 2 9 7
2 4 8 2 9 8
2 4 9 2 9 9
2 5 0 3 0 0



114

課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9323 ［国際通話料金の設定（課金テーブル3）］ （1/3：項番001～100） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

00 1 0 5 1
0 0 2 0 5 2
0 0 3 0 5 3
0 0 4 0 5 4
0 0 5 0 5 5
0 0 6 0 5 6
0 0 7 0 5 7
0 0 8 0 5 8
0 0 9 0 5 9
0 1 0 0 6 0
0 1 1 0 6 1
0 1 2 0 6 2
0 1 3 0 6 3
0 1 4 0 6 4
0 1 5 0 6 5
0 1 6 0 6 6
0 1 7 0 6 7
0 1 8 0 6 8
0 1 9 0 6 9
0 2 0 0 7 0
0 2 1 0 7 1
0 2 2 0 7 2
0 2 3 0 7 3
0 2 4 0 7 4
0 2 5 0 7 5
0 2 6 0 7 6
0 2 7 0 7 7
0 2 8 0 7 8
0 2 9 0 7 9
0 3 0 0 8 0
0 3 1 0 8 1
0 3 2 0 8 2
0 3 3 0 8 3
0 3 4 0 8 4
0 3 5 0 8 5
0 3 6 0 8 6
0 3 7 0 8 7
0 3 8 0 8 8
0 3 9 0 8 9
0 4 0 0 9 0
0 4 1 0 9 1
0 4 2 0 9 2
0 4 3 0 9 3
0 4 4 0 9 4
0 4 5 0 9 5
0 4 6 0 9 6
0 4 7 0 9 7
0 4 8 0 9 8
0 4 9 0 9 9
0 5 0 1 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9323 ［国際通話料金の設定（課金テーブル3）］ （ 2/3：項番101～200） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の単位 の単位 の単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の単 位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

10 1 1 5 1
1 0 2 1 5 2
1 0 3 1 5 3
1 0 4 1 5 4
1 0 5 1 5 5
1 0 6 1 5 6
1 0 7 1 5 7
1 0 8 1 5 8
1 0 9 1 5 9
1 1 0 1 6 0
1 1 1 1 6 1
1 1 2 1 6 2
1 1 3 1 6 3
1 1 4 1 6 4
1 1 5 1 6 5
1 1 6 1 6 6
1 1 7 1 6 7
1 1 8 1 6 8
1 1 9 1 6 9
1 2 0 1 7 0
1 2 1 1 7 1
1 2 2 1 7 2
1 2 3 1 7 3
1 2 4 1 7 4
1 2 5 1 7 5
1 2 6 1 7 6
1 2 7 1 7 7
1 2 8 1 7 8
1 2 9 1 7 9
1 3 0 1 8 0
1 3 1 1 8 1
1 3 2 1 8 2
1 3 3 1 8 3
1 3 4 1 8 4
1 3 5 1 8 5
1 3 6 1 8 6
1 3 7 1 8 7
1 3 8 1 8 8
1 3 9 1 8 9
1 4 0 1 9 0
1 4 1 1 9 1
1 4 2 1 9 2
1 4 3 1 9 3
1 4 4 1 9 4
1 4 5 1 9 5
1 4 6 1 9 6
1 4 7 1 9 7
1 4 8 1 9 8
1 4 9 1 9 9
1 5 0 2 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9323 ［国際通話料金の設定（課金テーブル3）］ （3/3：項番201～300） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

20 1 2 5 1
2 0 2 2 5 2
2 0 3 2 5 3
2 0 4 2 5 4
2 0 5 2 5 5
2 0 6 2 5 6
2 0 7 2 5 7
2 0 8 2 5 8
2 0 9 2 5 9
2 1 0 2 6 0
2 1 1 2 6 1
2 1 2 2 6 2
2 1 3 2 6 3
2 1 4 2 6 4
2 1 5 2 6 5
2 1 6 2 6 6
2 1 7 2 6 7
2 1 8 2 6 8
2 1 9 2 6 9
2 2 0 2 7 0
2 2 1 2 7 1
2 2 2 2 7 2
2 2 3 2 7 3
2 2 4 2 7 4
2 2 5 2 7 5
2 2 6 2 7 6
2 2 7 2 7 7
2 2 8 2 7 8
2 2 9 2 7 9
2 3 0 2 8 0
2 3 1 2 8 1
2 3 2 2 8 2
2 3 3 2 8 3
2 3 4 2 8 4
2 3 5 2 8 5
2 3 6 2 8 6
2 3 7 2 8 7
2 3 8 2 8 8
2 3 9 2 8 9
2 4 0 2 9 0
2 4 1 2 9 1
2 4 2 2 9 2
2 4 3 2 9 3
2 4 4 2 9 4
2 4 5 2 9 5
2 4 6 2 9 6
2 4 7 2 9 7
2 4 8 2 9 8
2 4 9 2 9 9
2 5 0 3 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9324 ［国際通話料金の設定（課金テーブル4）］ （ 1/3：項番001～100） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の単位 の単位 の単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の単 位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

00 1 0 5 1
0 0 2 0 5 2
0 0 3 0 5 3
0 0 4 0 5 4
0 0 5 0 5 5
0 0 6 0 5 6
0 0 7 0 5 7
0 0 8 0 5 8
0 0 9 0 5 9
0 1 0 0 6 0
0 1 1 0 6 1
0 1 2 0 6 2
0 1 3 0 6 3
0 1 4 0 6 4
0 1 5 0 6 5
0 1 6 0 6 6
0 1 7 0 6 7
0 1 8 0 6 8
0 1 9 0 6 9
0 2 0 0 7 0
0 2 1 0 7 1
0 2 2 0 7 2
0 2 3 0 7 3
0 2 4 0 7 4
0 2 5 0 7 5
0 2 6 0 7 6
0 2 7 0 7 7
0 2 8 0 7 8
0 2 9 0 7 9
0 3 0 0 8 0
0 3 1 0 8 1
0 3 2 0 8 2
0 3 3 0 8 3
0 3 4 0 8 4
0 3 5 0 8 5
0 3 6 0 8 6
0 3 7 0 8 7
0 3 8 0 8 8
0 3 9 0 8 9
0 4 0 0 9 0
0 4 1 0 9 1
0 4 2 0 9 2
0 4 3 0 9 3
0 4 4 0 9 4
0 4 5 0 9 5
0 4 6 0 9 6
0 4 7 0 9 7
0 4 8 0 9 8
0 4 9 0 9 9
0 5 0 1 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9324 ［国際通話料金の設定（課金テーブル4）］ （2/3：項番101～200） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の 単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

10 1 1 5 1
1 0 2 1 5 2
1 0 3 1 5 3
1 0 4 1 5 4
1 0 5 1 5 5
1 0 6 1 5 6
1 0 7 1 5 7
1 0 8 1 5 8
1 0 9 1 5 9
1 1 0 1 6 0
1 1 1 1 6 1
1 1 2 1 6 2
1 1 3 1 6 3
1 1 4 1 6 4
1 1 5 1 6 5
1 1 6 1 6 6
1 1 7 1 6 7
1 1 8 1 6 8
1 1 9 1 6 9
1 2 0 1 7 0
1 2 1 1 7 1
1 2 2 1 7 2
1 2 3 1 7 3
1 2 4 1 7 4
1 2 5 1 7 5
1 2 6 1 7 6
1 2 7 1 7 7
1 2 8 1 7 8
1 2 9 1 7 9
1 3 0 1 8 0
1 3 1 1 8 1
1 3 2 1 8 2
1 3 3 1 8 3
1 3 4 1 8 4
1 3 5 1 8 5
1 3 6 1 8 6
1 3 7 1 8 7
1 3 8 1 8 8
1 3 9 1 8 9
1 4 0 1 9 0
1 4 1 1 9 1
1 4 2 1 9 2
1 4 3 1 9 3
1 4 4 1 9 4
1 4 5 1 9 5
1 4 6 1 9 6
1 4 7 1 9 7
1 4 8 1 9 8
1 4 9 1 9 9
1 5 0 2 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9324 ［国際通話料金の設定（課金テーブル4）］ （ 3/3：項番201～300） 工事・保守ﾏﾆｭｱﾙ
※空欄に各単位料金(001～255)を記入 参照

D１ 時 間 帯 D１ 時 間 帯
1 昼 2 夜 3 深 夜 1 昼 2 夜 3 深 夜

D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D０D０D０ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３ D２D２D２ D３D３D３

項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 項 番 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降 1分まで 1分以降
の単位 の単位 の単位 の単 位 の単位 の単位 の単位 の単位 の 単位 の単 位 の単位 の 単 位
料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金 料金

20 1 2 5 1
2 0 2 2 5 2
2 0 3 2 5 3
2 0 4 2 5 4
2 0 5 2 5 5
2 0 6 2 5 6
2 0 7 2 5 7
2 0 8 2 5 8
2 0 9 2 5 9
2 1 0 2 6 0
2 1 1 2 6 1
2 1 2 2 6 2
2 1 3 2 6 3
2 1 4 2 6 4
2 1 5 2 6 5
2 1 6 2 6 6
2 1 7 2 6 7
2 1 8 2 6 8
2 1 9 2 6 9
2 2 0 2 7 0
2 2 1 2 7 1
2 2 2 2 7 2
2 2 3 2 7 3
2 2 4 2 7 4
2 2 5 2 7 5
2 2 6 2 7 6
2 2 7 2 7 7
2 2 8 2 7 8
2 2 9 2 7 9
2 3 0 2 8 0
2 3 1 2 8 1
2 3 2 2 8 2
2 3 3 2 8 3
2 3 4 2 8 4
2 3 5 2 8 5
2 3 6 2 8 6
2 3 7 2 8 7
2 3 8 2 8 8
2 3 9 2 8 9
2 4 0 2 9 0
2 4 1 2 9 1
2 4 2 2 9 2
2 4 3 2 9 3
2 4 4 2 9 4
2 4 5 2 9 5
2 4 6 2 9 6
2 4 7 2 9 7
2 4 8 2 9 8
2 4 9 2 9 9
2 5 0 3 0 0
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課金に関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9325 ［国際通話の課金基本秒数と客室グループ課金係数］ [課金ﾃｰﾌﾞﾙ1～3]
006,10:6秒,1.0倍
[課金ﾃｰﾌﾞﾙ4]
060,10:60秒,1.0倍

※空欄に設定ﾃﾞｰﾀ(下表参照)を記入

＊

9326 ［国際通話未登録時の通話料金］ ※空欄に各単位料金(001～255)を記入 下表による

＊

9330 ［客室料金の四捨五入の有無］ 1:あり

＊

9337 ［通話料金にかける消費税］ ※空欄にD０D０D０のﾃﾞｰﾀ(税率)を記入 [税率]
050：5%
080: 8%
[端数処理金額]
1：10円未満

[端数処理]
2：四捨五入

＊

9361 ［簡易トランスレータの課金パターン一括設定］ 1:ISDN回線料金

＊
9364 ［ ID発信時の転送機能］ 0:なし

＊

9365 ［ ID発信時のパスワード識別］ 1:あり

～2-3版

2-4版～

D０ 課金テーブル 1 2 3 4
D１ 1 D２D２D２ 1分までの単位料金

昼 D３D３D３ 1分以降の単位料金
時

2 D２D２D２ 1分までの単位料金
間

夜 D３D３D３ 1分以降の単位料金
帯

3 D２D２D２ 1分までの単位料金
深夜 D３D３D３ 1分以降の単位料金

[課金ﾃｰﾌﾞﾙの初期値]

D０ 課金テーブル 1 2 3 4
D１ 1 1分までの単位料金 031 037 037 250

昼 1分以降の単位料金 028 031 031 250
時

2 1分までの単位料金 026 033 031 250
間

夜 1分以降の単位料金 023 025 025 250
帯

3 1分までの単位料金 025 029 029 250
深夜 1分以降の単位料金 020 024 024 250

D０D０D０ D１ D２

税率 端数処理金額 端数処理

0 1 0 1 2
( ％) 1円未満 10円未満 切り上げ 切り捨て 四捨五入

Ｄ 0 1 2 3
対象回線料金 ｱﾅﾛｸﾞ回線料金 ISDN回線料金 ひかり電話料金 IP電話料金

Ｄ 0 1
転送機能 なし あり

Ｄ 0 1
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ識別 なし あり

D０ 課金ﾃｰﾌﾞﾙ 1 2 3 4

D１D１D１ 課金基本秒数
D２D２ 課金係数

Ｄ 0 1

四捨五入 なし あり

D１D１D１ 001～180
課金基本秒数 1秒～180秒

D２D２ 10～20
課金係数 1.0倍～2.0倍
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IPに関するコマンド

コマンド データ 初期値

＊

9400 ［主装置のIPアドレス］ ※空欄にIPｱﾄﾞﾚｽを記入 0-192168001100:
192.168.1.100

1-255255255000:
255.255.255.0

2-192168001002:
192.168.1.2

3-なし
4-なし

＊

9403 ［データ設定アプリ用ポート設定］ 0:ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ

＊

9404 ［CTI情報送出先ポート番号］ 00000:なし

＊

9405 ［CTI情報送出先IPアドレス］ なし

＊

9416 ［NTPサーバ接続の有無］ 1:あり

＊

9417 ［ファームウェアアップデート通知有無と再起動時刻］ 0,0000:なし
※空欄に、時刻(0000～2359)を記入 00:00

＊

9420 ［ IP基板のIPアドレス］ ※空欄にIPｱﾄﾞﾚｽを記入 192168001114:
192.168.1.114

＊

9451 ［F-ROMダウンロードの可否］ 0:可能

＊

9452 ［ IPCOIのHTTPSポート番号］ ※空欄にﾎﾟｰﾄ番号を記入 50014

D０ D１…D１

ｱﾄﾞﾚｽ種別 IPｱﾄﾞﾚｽ
0 IPｱﾄﾞﾚｽ
1 ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ

2 ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ
3 優先DNSｻｰﾊﾞ
4 代替DNSｻｰﾊﾞ

Ｄ 0 1
ﾎﾟｰﾄ設定 ﾎﾟｰﾄｸﾛｰｽﾞ ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝ

ＤＤＤＤＤ
ﾎﾟｰﾄ番号

Ｄ…Ｄ
IPｱﾄﾞﾚｽ

Ｄ 0 1

接続有無 なし あり

D０ 通知有無 D１D１D１D１ 再起動時刻
0 なし

1 あり

D１…D１D０D０ ｽﾛｯﾄ番号
IPｱﾄﾞﾚｽ

14 PORT14(外線)

Ｄ 0 1

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可否 可能 不可

D１D１D１D１D１D０D０ ｽﾛｯﾄ番号
ﾎﾟｰﾄ番号

14 PORT14(外線)
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短縮ダイヤルデータシート（ ／ ）

※ 必要数を印刷して使用してください。

短縮番号 相手先名称 電話番号 備考

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９


